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　妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
速
や
か

に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
妊
娠
・
出
産

・
育
児
に
関
す
る
健
康
状
態
や

予
防
接
種
の
状
況
を
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に
、

妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
健
診
費
用
の
一

部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　妊
娠
に
つ
い
て
の
情
報
を
得

た
り
、
交
流
し
て
友
だ
ち
を
作

っ
た
り
す
る
教
室
で
す
。
赤
ち

ゃ
ん
の
入
浴
や
世
話
の
仕
方
な

ど
、
夫
婦
で
体
験
し
て
育
児
の

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

あなたの子育て
　　　　　応援します

母
子
健
康
手
帳

パ
パ
マ
マ
教
室

妊
婦
健
康
診
査

　子
ど
も
は
社
会
の
希
望
で
あ
り
、
未
来
の
力
で

す
。
市
で
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

妊
娠
が

　
　
分
か
っ
た
ら
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ダ
ー
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
乳
児
健
診

　１
歳
未
満
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
医
療
機
関
で
の
乳
児
健
診

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診

票
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百

日
せ
き
、
破
傷
風
混
合
の
予
防

接
種
は
３
カ
月
か
ら
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

個
別
通
知
し
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　離
乳
食
に
つ
い
て
栄
養
士
に

よ
る
講
話
と
相
談
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流

も
で
き
ま
す
。
６
カ
月
児
に
案

内
を
送
り
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　お
母
さ
ん
が
独
り
で
頑
張

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
お
父

さ
ん
や
周
り
の
家
族
も
一
緒

に
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
む
つ
を
替
え
た
り
お
風
呂

に
入
れ
た
り
、
あ
や
し
た
り

な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、

お
母
さ
ん
を
支
え
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
は
個

人
差
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
の

赤
ち
ゃ
ん
と
の
違
い
を
あ
ま

り
気
に
せ
ず
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
持
ち
で
赤
ち
ゃ
ん
と

向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
、
家
族
み

ん
な
の
笑
顔
が
、
赤
ち
ゃ
ん

は
大
好
き
で
す
。

　観
音
寺
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
出
産
し
た

と
き
、
申
請
に
よ
り
４２
万
円
（
産

科
医
療
保
障
制
度
加
入
医
療
機

関
等
以
外
で
出
産
の
場
合
は
３９

万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
妊

娠
１２
週
以
降
で
あ
れ
ば
、
死
産

や
流
産
の
場
合
で
も
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
他
の
健
康
保

険
な
ど
か
ら
出
産
育
児
一
時
金

が
支
給
さ
れ
る
場
合
、
国
保
か

ら
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

健
康
増
進
課
国
民
健
康
保
険

係

　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

　生
後
４
カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
、

保
健
師
や
市
が
委
託
し
た
助
産

師
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。
体
重

測
定
や
、
育
児
へ
の
不
安
や
悩

み
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
子
育

て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

楽
し
く
育
児
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

　日
程
を
あ
ら
か
じ
め
相
談
し

て
か
ら
訪
問
し
ま
す
。
保
健
師

　妊
婦
さ
ん
同
士
の
情
報
交
換

や
、
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
え
る

場
で
す
。
毎
月
１
回
、
月
曜
日

に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
広
報
紙
の
保
健
カ
レ

ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　　年
に
２
回
、
多
胎
児
妊
娠
中

の
お
母
さ
ん
と
そ
の
家
族
、
多

胎
児
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
親
子
の
ふ
れ

あ
い
遊
び
や
交
流
会
を
し
て
い

ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

や
助
産
師
は
「
身
分
証
」
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
等

の
販
売
な
ど
は
し
ま
せ
ん
。
こ

の
事
業
に
便
乗
し
た
業
者
に
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
マ
マ
ズ

サ
ポ
ー
タ
ー
（
母
子
保
健
推
進

員
）
が
、
子
育
て
中
の
家
庭
へ

の
訪
問
や
声
か
け
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
育
児
の
不
安
な
ど
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　３
カ
月
、
１
歳
６
カ
月
、
３

歳
６
カ
月
ご
ろ
の
子
ど
も
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

　１０
カ
月
ご
ろ
の
子
ど
も
を
対

象
に
、
発
達
や
離
乳
食
、
予
防

接
種
な
ど
の
話
や
相
談
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
し

ま
す
。
広
報
紙
の
保
健
カ
レ
ン

赤
ち
ゃ
ん
が

　
　
産
ま
れ
た
ら

プ
レ
マ
マ
広
場

ス
マ
イ
ル
ツ
イ
ン
ズ
の
会

出
産
育
児
一
時
金

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

マ
マ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

予
防
接
種

み
ん
な
で
子
育
て

ゆ
っ
た
り
と
し
た

　
　
　
　気
持
ち
で

乳
幼
児
健
診

１０
カ
月
児
相
談

も
ぐ
も
ぐ
レ
ッ
ス
ン

　
　（離
乳
食
講
習
会
）
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●

育
児
相
談

　子
ど
も
の
育
児
や
発
達
、
母

乳
や
離
乳
食
、
お
母
さ
ん
自
身

の
相
談
な
ど
に
保
健
師
や
助
産

師
、
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

・
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
毎
月
（
助

　産
師
に
よ
る
相
談
は
奇
数
月
）

・
大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　＝
奇
数
月

・
豊
浜
ふ
れ
あ
い
会
館
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　偶
数
月

　毎
月
の
相
談
日
は
、
広
報
紙

の
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●

電
話
育
児
・
栄
養
相
談

　い
つ
で
も
電
話
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　不
妊
治
療
を
す
る
夫
婦
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

県
の
助
成
に
加
え
て
特
定
不
妊

治
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

体
外
受
精
、
顕
微
授
精
（
特

定
不
妊
治
療
）

特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費

用
（
香
川
県
特
定
不
妊
治
療

助
成
事
業
で
受
け
る
こ
と
が

可
能
な
金
額
を
控
除
す
る
）

に
対
し
、
通
算
５
年
間
を
限

度
に
助
成
し
ま
す
。

（
１
年
度
２０
万
円
ま
で
）

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−
３
９
６
４

　市
内
に
住
所
が
あ
る
満
６
歳

未
満
の
幼
児
が
い
る
世
帯
を
対

象
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
幼
児
一
人
に
つ
き
、
１

基
当
た
り
購
入
金
額
の
２
分

の
１
（
上
限
１
万
円
）

　幼
児
一
人
に
つ
き
１
回
限
り

　市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　次
の
子
ど
も
を
対
象
に
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
＝
出
生
ま
た
は
転
入

の
日
か
ら
、
満
６
歳
の
誕
生

日
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初

の
３
月
３１
日
ま
で

児
童
生
徒
＝
満
６
歳
に
達
し

た
日
以
後
の
最
初
の
４
月
１

日
ま
た
は
転
入
の
日
か
ら
、

満
１５
歳
に
達
し
た
日
以
後
の

最
初
の
３
月
３１
日
ま
で

保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担

分
（
保
険
適
用
部
分
の
み
）

　健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

●

こ
と
ば
の
相
談
（
個
別
相
談
）

　な
か
な
か
言
葉
が
出
な
い
、

言
葉
の
数
が
増
え
な
い
、
発
音

が
気
に
な
る
な
ど
の
相
談
に
言

語
聴
覚
士
が
応
じ
ま
す
。

●

幼
児
相
談
（
個
別
相
談
）

　発
達
全
般
の
相
談
に
つ
い
て
、

西
部
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
の

児
童
心
理
司
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

こ
ど
も
生
活
相
談

　（
個
別
相
談
）

　子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
や

子
ど
も
同
士
の
遊
ば
せ
方
な
ど

育
児
全
般
の
悩
み
に
、
臨
床
心

理
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　発
育
や
発
達
が
少
し
気
に
な

る
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
の
集
い

の
場
で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で

親
子
遊
び
や
親
同
士
の
交
流
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

言
語
聴
覚
士
、
保
育
士
、
保

健
師
な
ど

　申
し
込
み
が
必
要

　
　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　保
護
者
な
ど
が
行
事
や
家
族

の
病
気
な
ど
で
育
児
や
家
事
の

援
助
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
ま
で

出
向
い
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。

小
学
３
年
生
ま
で

　原
則
と
し
て
、
１
カ
月
に

７
日
以
内

高
室
保
育
園

　
　
　
　☎

２４

−

３
１
３
０

ひ
と
り
親
家
庭
の
場
合
、
ひ

と
り
親
確
認
書
（
子
育
て
支

援
課
で
発
行
）
が
必
要

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

4

利用者の負担金額

ひとり親
家庭

１日（８時間） １，７５０円

半日（４時間） ８７０円

１時間 ２５０円

その他
家庭

１日（８時間） ３，５００円

半日（４時間） １，７５０円

１時間 ５００円

生活保護世帯 ０円

医
療
費
な
ど
の

　
　
　
　
　
助
成

相
談
し
て

　
　
　
く
だ
さ
い

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

専
門
ス
タ
ッ
フ
相
談（
要
予
約
）

子
育
て
相
談

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
　
　購
入
費
助
成

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
　
　サ
ー
ビ
ス
事
業

た
ん
ぽ
ぽ
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　（集
団
遊
び
）

子
ど
も
医
療
費
助
成

助
成
範
囲

助
成
範
囲

ス
タ
ッ
フ

日
数
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　子
育
て
に
頑
張
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
お
父
さ
ん
、
困
っ
た
り

悩
ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
と
一
緒

に
遊
ん
だ
り
同
じ
子
育
て
世
代

の
人
た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
の
遊
び
や
養
育

上
の
悩
み
な
ど
の
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

　参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
、

開
放
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

就
学
前
の
子
ど
も

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

地域子育て支援センター事業予定表（都合により変更することがあります）

場　　所 電話番号 月 火 水 木 金 土 日

豊浜ふれあい会館
（ふれあい広場）

ふたば保育園
２５−５３８８

９：３０～
　１１：３０

大野原いきいきセ
ンター

（ぴよぴよクラブ）

柞田保育所
２５−５１１５

９：３０～
　１１：３０

９：３０～
　１１：３０

保健センター
（あぶあぶひろば）

高室保育園
２４−３１３０

０歳児が対象
１０：００～
　１２：００

木之郷コミュニテ
ィセンター

（愛あいサークル）

愛和保育園
２７−７４４０

　９：００～
　　１４：００

常磐コミュニティ
センター

（わくわくクラブ）

中部保育園
２５−８３５９

９：００～
　１４：００

ふたば保育園 ２５−５３８８ １０：００～
　１５：００

１０：００～
　１５：００

　１０：００～
　　１５：００ 　 １０：００～

　１５：００
１０：００～
　１５：００

柞田保育所 ２５−５１１５ ９：００～
　１４：００

９：００～
　１４：００

９：００～
　１４：００

　９：００～
　　１４：００

９：００～
　１４：００ 　 　

高室保育園 ２４−３１３０ ９：００～
　１４：００

９：００～
　１４：００

９：００～
　１４：００

第１木曜のみ
　９：００～
　　１４：００

９：００～
　１４：００

９：００～
　１３：００

愛和保育園 ２７−７４４０ ９：００～
　１４：００

９：００～
　１４：００

９：００～
　１４：００

　９：００～
　　１４：００

９：００～
　１４：００ 　 　

中部保育園 ２５−８３５９ ９：００～
　１４：００

９：００～
　１４：００

９：００～
　１４：００

　９：００～
　　１４：００

９：００～
　１４：００

　保
育
所
（
園
）
は
、
保
護
者

が
仕
事
や
病
気
、
出
産
、
介
護

な
ど
で
家
庭
で
の
保
育
が
で
き

な
い
児
童
を
保
護
者
に
か
わ
っ

て
保
育
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　入
所
の
申
し
込
み
方
法
や
入

所
年
齢
、
保
育
料
、
保
育
時
間

な
ど
に
つ
い
て
、
公
立
保
育
所

は
子
育
て
支
援
課
に
、
私
立
保

育
所
（
園
）
は
各
保
育
所
（
園
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

保育所名 所　在　地 対象児童 定員

公
立

東保育所
☎２５−２５４２ 天神町三丁目２番８号 ６カ月～ １２０人

西保育所
☎２５−３５８５ 南町一丁目１１番２４号 １歳～　 １２０人

粟井保育所
☎２７−６２５５ 粟井町１４５３番地 ２歳～　 ６０人

伊吹保育所
☎２９−２１２４ 伊吹町４８６番地１ １歳～　 ４５人

大野原保育所
☎５４−３８１０ 大野原町大野原１５３５番地２ ６カ月～ １２０人

豊浜保育所
☎５２−２０６７ 豊浜町和田浜１１２４番地１ ６カ月～ ９０人

法
人

ふたば保育園
☎２５−５３８８ 本大町１４８３番地４ ３カ月～ １２０人

柞田保育所
☎２５−５１１５ 柞田町丙１５３８番地 ３カ月～ １２０人

高室保育園
☎２４−３１３０ 高屋町１２番地１ ３カ月～ ９０人

愛和保育園
☎２７−７４４０ 木之郷町２０３番地 ３カ月～ ９０人

中部保育園
☎２５−８３５９ 植田町１２１７番地３ ３カ月～ １２０人

保
育
所

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
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市税
84億5,067万円

34.8%

繰入金　　　
9億3,766万円  3.9%
分担金,負担金,使用料,手数料   
6億9,230万円  2.8%

財産収入,寄附金,繰越金
9,608万円  0.4%諸収入

5億3,644万円
2.2%

地方交付税
58億5,000万円

24.1%

国庫支出金
24億5,684万円

10.1%

県支出金
13億4,841万円

5.6%

市債
28億9,290万円

11.9%

その他
10億2,870万円

4.2%

歳入
242.9億円

依存財源
56.4%

自主財源
43.6%

義務的
経費
47.9%

投資的
経費
13.3％

その他
38.8%

人件費
43億1,349万円

17.7%

扶助費
39億5,437万円

16.3%

公債費
33億6,987万円

13.9%
普通建設事業費
災害復旧費

32億3,602万円
13.3%

物件費,維持補修費
35億5,229万円

14.6%

補助費等
25億4,247万円

10.5%

繰出金
29億4,393万円

12.1%

積立金, 投資及び出資金,予備費
6,706万円　0.3%

貸付金
3億1,050万円

1.3%

歳出
242.9億円

市税
84億5,067万円

34.8%

繰入金　　　
9億3,766万円  3.9%
分担金,負担金,使用料,手数料   
6億9,230万円  2.8%

財産収入,寄附金,繰越金
9,608万円  0.4%諸収入

5億3,644万円
2.2%

地方交付税
58億5,000万円

24.1%

国庫支出金
24億5,684万円

10.1%

県支出金
13億4,841万円

5.6%

市債
28億9,290万円

11.9%

その他
10億2,870万円

4.2%

歳入
242.9億円

依存財源
56.4%

自主財源
43.6%

義務的
経費
47.9%

投資的
経費
13.3％

その他
38.8%

人件費
43億1,349万円

17.7%

扶助費
39億5,437万円

16.3%

公債費
33億6,987万円

13.9%
普通建設事業費
災害復旧費

32億3,602万円
13.3%

物件費,維持補修費
35億5,229万円

14.6%

補助費等
25億4,247万円

10.5%

繰出金
29億4,393万円

12.1%

積立金, 投資及び出資金,予備費
6,706万円　0.3%

貸付金
3億1,050万円

1.3%

歳出
242.9億円

　一
般
会
計
は
２
４
２
億
９
、

０
０
０
万
円
で
、
移
転
統
合
す

る
観
音
寺
小
学
校
な
ど
の
建
設

工
事
に
着
手
す
る
た
め
、
前
年

度
よ
り
１３
億
８
、
０
０
０
万
円

の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。
特
別

会
計
は
総
額
１
８
５
億
２
、
８

１
７
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

競
輪
事
業
が
本
場
で
の
レ
ー
ス

開
催
か
ら
撤
退
し
た
た
め
、
前

年
度
よ
り
９０
億
４
、
８
２
０
万

円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

　平
成
２４
年
度
予
算
で
は
、
市

民
の
「
安
全
・
安
心
」
の
確
保

の
た
め
「
人
と
暮
ら
し
を
守
る
」

「
輝
く
未
来
を
創
る
」
と
い
う
２

つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
防

災
対
策
や
子
育
て
支
援
な
ど
に

重
点
配
分
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築

に
も
全
力
を
挙
げ
「
観
音
寺
市

総
合
振
興
計
画
」
に
掲
げ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

　市
税
は
、
年
少
扶
養
控
除
な

ど
の
廃
止
に
伴
う
増
収
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比

２
億
４
、
８
６
３
万
円
（
３
・
０

％
）
増
の
８４
億
５
、
０
６
７
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
街
路
事
業
や
下
水
道
事
業

な
ど
に
充
て
る
都
市
計
画
税
は
、

２
億
５
、
４
２
９
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
比

３
億
円
（
５
・
４
％
）
増
の
５８
億

５
、
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　市
債
は
、
観
音
寺
小
学
校
な

ど
の
建
設
工
事
開
始
に
伴
い
合

併
特
例
債
な
ど
の
発
行
が
増
加

す
る
た
め
、
前
年
度
比
６
億
８
、

５
７
０
万
円
（
３１
・
１
％
）
増
の

２８
億
９
、
２
９
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
財

政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
９
億
３
、

７
６
５
万
円
の
取
り
崩
し
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

を
合
算
し
た
義
務
的
経
費
は
、

１
１
６
億
３
、
７
７
３
万
円
で

前
年
度
比
８
８
１
万
円
（
０
・

１
％
）
増
に
な
り
ま
し
た
。

　道
路
や
施
設
の
整
備
に
か
か

る
投
資
的
経
費
は
、
観
音
寺
小

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
建

設
工
事
開
始
の
た
め
３２
億
３
、

６
０
２
万
円
で
、
前
年
度
比
１６

億
２
、
２
８
６
万
円
（
１
０
０
・

６
％
）
増
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
他
経
費
は
、
前
年
度
比

２
億
５
、
１
６
７
万
円
（
２
・
６

％
）
減
の
９４
億
１
、
６
２
５
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

平
成
２４
年
度
予
算
が
決
定

平成24年度　当初予算

「将来にわたって輝き続けるまち」
～創造するスタートの年～

総務課財政係　☎２３−３９００

特別会計 185億2,817万円
　　　　　　 （水道事業会計含む）

一般会計 242億9,000万円
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「
安
全
で
安
心
な

 
　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
」

○

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　２
億
６
、
１
７
５
万
円

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
た
め
、
義
務
教
育
終

了
時
（
１５
歳
）
ま
で
医
療
費

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

○

予
防
接
種
事
業

　
　
　１
億
８
、
５
６
３
万
円

子
宮
頸け
い

が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児

肺
炎
球
菌
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
予
防
接
種
に
対
し

て
助
成
を
行
い
、
健
康
保
持

を
進
め
ま
す
。

○

室
本
港
津
波
高
潮
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　８
０
０
万
円

浸
水
被
害
対
策
と
し
て
、
排

水
施
設
な
ど
の
整
備
計
画

（
実
施
設
計
）
を
進
め
ま
す
。

○

箕
浦
漁
港
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　５
２
０
万
円

津
波
高
潮
対
策
と
し
て
、
護

岸
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○

観
音
寺
小
学
校
建
設
事
業

　
　
　１１
億
３
、
６
５
７
万
円

○

観
音
寺
幼
稚
園
建
設
事
業

　
　
　２
億
６
、
２
３
８
万
円

○

観
音
寺
保
育
所
建
設
事
業

　
　
　３
億
４
、
４
４
９
万
円

移
転
統
合
す
る
小
学
校
な
ど

の
教
育
施
設
の
建
設
工
事
に

　１
、
０
０
０
万
円
の
公
共
施
設

を
建
設
し
た
年
に
、
合
併
特
例
債

を
利
用
し
て
９
５
０
万
円
を
銀
行

か
ら
借
り
入
れ
、
残
り
の
５０
万
円

は
市
民
負
担
と
し
て
支
出
し
ま
す
。

　償
還
費
用
の
う
ち
約
７
４
０
万

円
は
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ
る
た
め
、

残
り
の
約
３
２
０
万
円
が
市
民
負

担
に
な
り
ま
す
。

　結
果
と
し
て
、
約
３
分
の
１
の

市
民
負
担
で
施
設
を
建
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
合

併
特
例
債
を
利
用
す
る
こ
と
で
市

民
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
例 

１
、
０
０
０
万
円
の
公
共
施
設
を
建
て
た
場
合
）

　市
が
１
年
間
に
行
う
事

務
事
業
の
予
算
が
分
か
る

「
平
成
２４
年
度
一
般
会
計

予
算
書
及
び
予
算
に
関
す

る
説
明
書
」「
平
成
２４
年
度

特
別
会
計
予
算
書
及
び
予

算
に
関
す
る
説
明
書
」
は
、

本
庁
総
合
案
内
所
や
大
野

原
支
所
、
豊
浜
支
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
予
算
の
概
要
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

着
手
す
る
（
平
成
２４
・
２５
年

度
）
と
と
も
に
、
観
音
寺
型

の
こ
ど
も
園
に
向
け
た
就
学

前
教
育
の
整
備
も
進
め
ま
す
。

○

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
施
設
設
備
改
修
事
業

　
　
　１
億
１
、
１
１
０
万
円

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
大
規
模
な
改
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

「
協
働
と
共
生
に
よ
る

　 
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
」

○

地
域
サ
ロ
ン
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　７
５
４
万
円

世
代
間
交
流
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
支
え
合
い
の
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

○

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
整
備
事
業

　
　
　
　
　１
、
５
０
０
万
円

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利

用
す
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電

の
設
置
に
対
し
て
助
成
を
行

い
ま
す
。

「
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る

 

　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
」

○
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　８
５
２
万
円

伊
吹
島
で
の
第
２
回
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
の
開
催
に
向
け

た
準
備
を
進
め
ま
す
。

○

観
音
寺
国
際
音
楽
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　８
０
０
万
円

情
操
教
育
な
ど
の
一
環
と
し

て
、
国
際
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

○

新
市
民
会
館
建
設
事
業

　
　
　
　
　３
、
２
２
２
万
円

文
化
芸
術
の
拠
点
と
な
る
新

市
民
会
館
の
建
設
に
向
け
、

計
画
（
実
施
設
計
）
を
進
め

ま
す
。

　平
成
２４
年
度
末
の
市
債
現
在

高
は
約
３
２
８
億
１
、
８
０
０

万
円
の
見
込
み
で
す
が
、
後
年

度
に
全
額
交
付
税
算
入
さ
れ
る

臨
時
財
政
対
策
債
約
９９
億
４
、

８
０
０
万
円
と
交
付
税
算
入
の

大
き
い
合
併
特
例
債
約
９１
億
１
、

６
０
０
万
円
を
除
く
と
、
市
債

現
在
高
は
約
１
３
７
億
５
、
４

０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
よ

り
約
２０
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　合
併
特
例
債
は
、
償
還
費
用

の
７０
％
が
地
方
交
付
税
で
補
て

ん
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
市
債
を

利
用
し
た
場
合
、
実
質
的
な
市

民
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

合
併
特
例
債
制
度
解
説

重
点
施
策

市
債
現
在
高

臨時財政対策債・合併特例債を除く市債
臨時財政対策債
合併特例債

億円

市民負担 約１，１１０万円（利子含む）

交付税算入（償還費用の７０％補てん）

約７４０万円（利子含む）

合併特例債（９５％）９５０万円

（利率：１％、償還期間：２０年）

５０万円

合計　約３７０万円

実質的な市民負担

約３２０万円 ５０万円

利用しなかった場合

利用した場合
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　平
成
１２
年
４
月
に
始
ま
っ
た

介
護
保
険
制
度
は
、
国
や
県
、

市
が
負
担
す
る
公
費
と
、
皆
さ

ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保

険
料
を
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
６５
歳
以
上
の
人
（
第
１

号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
額
や

６５
歳
以
上
の
人
数
な
ど
を
も
と

に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
年
度
の
年
間
保
険
料
額

が
決
定
す
る
ま
で
は
、
４
月
、

６
月
、
８
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
（
仮
徴
収
）
し
ま
す
。
決
定

後
、
年
間
保
険
料
額
と
仮
徴
収

額
と
の
差
額
を
１０
月
、
１２
月
、

２
月
に
分
け
て
、
年
金
か
ら
天

引
き
（
本
徴
収
）
し
ま
す
。

　年
６
回
の
天
引
き
額
を
で
き

る
だ
け
均
等
に
す
る
た
め
、
６

月
と
８
月
の
天
引
き
額
（
仮
徴

収
額
）
が
変
更
に
な
る
被
保
険

者
が
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、

５
月
上
旬
に
「
特
別
徴
収
仮
徴

収
額
変
更
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　平
成
２４
年
度
は
、
３
年
に
一

度
の
保
険
料
改
定
年
度
で
す
。

今
回
の
保
険
料
改
定
に
よ
る
引

上
げ
は
、
高
齢
化
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
増
加
や
制
度
改

正
に
よ
る
介
護
報
酬
改
定
な
ど

を
踏
ま
え
、
左
表
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

　平
成
２４
年
度
年
間
保
険
料
額

は
、
７
月
上
旬
に
送
付
す
る
「
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

まずは耐震診断を受けてみましょう！！
今なら支援が受けられます！！

限度額　６万円
補助率　２／３

限度額　６０万円
補助率　１／２

耐震診断 耐震改修地震はいつ発生してもおかしくありません。

あなた自身や家族の命を守るために、耐震診断・耐震

改修を考えてみませんか。市では、住宅の耐震診断や

耐震改修工事に対する補助をしています。

平
成
２４
年
度
保
険
料

特
別
徴
収

特
別
徴
収
額
の
平
準
化
処
理

問
い
合
わ
せ
先

６５
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

問い合わせ先
建築課　☎２３−３９４２

市ホームページにも掲載しています。

第５期（平成２４年度～２６年度）介護保険料額

〇昭和５６年５月３１日以前に着工した一戸建・長屋建・併用

住宅（住宅部分が１／２以上占めていること）

〇市内に建つ、自ら居住している住宅の所有者

〇市税を完納している

　など条件がありますので、まずは問い合わせてください。

要件

補助金の限度額

段　　階 対　　象　　者 年間保険料額

第１段階
生活保護受給者または老齢福祉年金受給
者で住民税非課税世帯

２８，２００円

第２段階
住民税非課税世帯で（前年合計所得金額
＋課税年金収入額）が８０万円以下

２８，２００円

第３段階軽減
住民税非課税世帯で（前年合計所得金額
＋課税年金収入額）が８０万円より多く、
１２０万円以下

３６，７００円

第３段階
住民税非課税世帯で（前年合計所得金額
＋課税年金収入額）が１２０万円を超える

４２，３００円

第４段階軽減
同一世帯に住民税課税者がいるが、本人
住民税非課税で（前年合計所得金額＋課
税年金収入額）が８０万円以下

５１，３００円

第４段階
（基準額）

同一世帯に住民税課税者がいるが、本人
住民税非課税で（前年合計所得金額＋課
税年金収入額）が８０万円を超える

５６，４００円

第５段階
本人住民税課税で前年合計所得金額が
１２５万円未満

６５，４００円

第６段階
本人住民税課税で前年合計所得金額が
１２５万円以上１９０万円未満

７０，５００円

第７段階
本人住民税課税で前年合計所得金額が
１９０万円以上

８４，６００円

大地震！！
あなたの家は耐えられますか？
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年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
と
き

　年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
場
合
の
資

格
取
得
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　年
度
途
中
に
７５
歳
に
な
っ
た

人
の
被
保
険
者
証
は
、
誕
生
日

の
前
月
中
旬
に
、
香
川
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
特

定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

届
い
た
被
保
険
者
証
は
、
誕
生

日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　年
度
途
中
に
転
入
し
た
人
や

生
活
保
護
が
停
止
や
廃
止
に
な

っ
た
人
、
６５
歳
か
ら
７４
歳
ま
で

の
人
で
申
請
に
よ
り
一
定
の
障

害
が
あ
る
と
広
域
連
合
か
ら
認

定
を
受
け
た
人
は
、
基
本
的
に

は
即
日
交
付
し
ま
す
が
、
後
日

送
付
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　保
険
料
は
、
資
格
取
得
日
を

含
む
月
か
ら
月
割
り
で
算
定
し

ま
す
。

　年
度
途
中
に
加
入
（
異
動
）

し
た
人
は
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）

に
な
り
ま
す
。

通
知
時
期

　資
格
取
得
日
を
含
む
月
の
翌

々
月
の
上
旬
（
４
月
に
加
入
（
異

動
）
し
た
人
は
７
月
）

通
知
書

　「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・

保
険
料
納
入
通
知
書
」
を
税
務

課
か
ら
送
付
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
・
給
付
関
係

　健
康
増
進
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

　香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　広
域
連
合
事
務
局

　☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

保
険
料
・
納
付
関
係

　税
務
課

　☎
２３

−

３
９
２
２

　「観音寺ホッとメール」は、携帯電話などのメール機能を利用し

て、さまざまな情報を配信するサービスです。学校情報や避難情報、

イベントや育児に関することなど、利用者が希望する項目を選択・

登録することで、リアルタイムに情報を受け取ることができます。

車に乗ったら前も後ろもシート

ベルトを正しく着用しましょう

　　　　　市民課市民生活係

　　　　　　　☎２３−３９２４

●６歳未満の子どもを車に乗

せる場合は確実にチャイル

ドシートを使用しましょう

● 妊娠中でも正しく着用すれ

ば母体・胎児を守ることが

できます

※妊娠の状態は個人により異

なります。シートベルトを

着用することが健康保持上

適当かどうかを、医師に確

認してください。

※６５歳から７４歳までの一定の障害がある人
　（障害認定を受けるには申請が必要）

事　由 資格取得日

新たに７５歳になる人 誕生日

転入 転入で住所を定めた日

生活保護の
停止または廃止

停止または廃止に
なった日

障害認定※
認定を受けた日
（申請が必要）

①ｅｎｔｒｙ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐへ
　空メールを送信
　（ＱＲコードからもアクセス可能）
②「観音寺ホッとメール受付」というメールが届く。迷惑メール

対策などで受信拒否設定をしていて返信メールが届かない人は
「ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ」のドメインからのメールを受信可
能にしてください。

③メール本文のＵＲＬに接続して登録画面が表示されたら「利用
規約」を確認後、配信を希望する情報を選択してください。

④「登録完了｣のメールが届いて、登録完了です。

企画課情報統計係
☎２３−３９１７　　２３−３９２０
Ｅメール　ｋｉｋａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ

〇登録は無料ですが、配信の登録や変更、削除、メールの送受信な

どにかかるパケット代や通信料は利用者の負担になります。

〇配信したメールに、返信はできません。

〇メールアドレスを変更した場合は、再度登録してください。

〇登録された利用者情報は、個人情報保護法などで守られます。

〇通信事業者のシステムなどの条件によって、着信が遅れる場合が

あります。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
料

被
保
険
者
証

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

登録の仕方

利用上の注意

問い合わせ先

観音寺ホッとメール

楽しいお出かけは
シートベルトから
　　　スタート！

利用して
　ください

Ｆ
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

３月定例会の主な内容

１日招集・会期２６日間
一般会計予算など原案可決

　平成２４年第１回定例会が３月１日招集され、
２６日までの２６日間の会期で開かれました。
　白川市長から平成２４年度一般会計の予算とし
て、歳入・歳出予算の総額２４２億９千万円を計
上することなど合わせて３１議案が提出され、議
案の提案理由の説明がありました。
　また、８・９日の２日間、各会派・党の代表
質問と個人質問が行われ、市当局の考えをただ
しました。
　当初予算と補正予算の議案は、予算審査特別
委員会に付託され１２日から１５日にかけて慎重に
審議を行いました。その他の議案は、それぞれ
の各常任委員会に付託され、１９・２１日の２日間
慎重に審議を行いました。
　本会議では、各常任委員会の委員長から付託
された議案などの審議結果の報告があり、採決
の結果すべての市長提出議案を原案のとおり可
決しました。
　その後、副市長の選任についての追加議案の
提出があり、全員一致で同意しました。
　また、請願１件、陳情２件、意見書案１件は、
１５ページ「審議した議案等とその結果」のとお
りです。

３月定例会で次のとおり
副市長の選任に同意しました

○副市長　冨田　幾夫　　　観音寺市柞田町

代表質問 一般質問項目表
・施政方針について
・平成２３年度決算見込みについて
・平成２４年度予算編成について
・行財政改革について
・公共施設等の整備について
・国民健康保険と介護保険サービスについて
・競争力のある農業経営について
・香川県農業協同組合と香川豊南農業協同組合の合併について
・カラスによる被害と悪臭対策について
●学校再編計画について
・学校給食の民間委託について
・食育について

●施政方針について
・平成２４年度予算について
・市債について
・リバースオークションについて
・行財政改革について
・防災について
・情報通信基盤の整備について
・男女共同参画について
・ごみ処理について
・地域福祉について
・道路整備について
・農業振興について
・小学校の統廃合について
・競輪事業について
・水道事業について
・ボランティア活動について

・施政方針について
・平成２４年度の予算編成について
●既存公共施設について
・公共施設建設の財源について
・災害時における教育施設の在り方について
・災害に強いまちの整備について
・地域における幼児期の学校教育・保育について
・子育て支援の充実について
・学校給食の民営化について
・行政評価システムについて
・商工観光について

・平成２４年度予算について
・市債と税収の状況について
・合併特例債について
・公共施設について
・交通事故について
●がん検診について

・施政方針について
・財政運営について
●災害に強いまちづくりについて
・人員配置について
・学校給食について

・市長の政治姿勢について
・平成２４年度予算編成について
・国民健康保険をいのちと健康を守る制度にすることについて
●介護保険を安心できる制度にすることについて
・国道・県道・市道の整備について
・防災対策について
・地域農業の支援対策について
・中学校の保健体育での武道必修化について
・新庁舎の建設について

秋 山 忠 敏
民政クラブ

大久保隆敏
市民クラブ

友 枝 俊 陽
市民フォーラム

安 藤 忠 明
公　 明　 党

篠 原 重 寿
社会民主党

安 藤 清 高
日本共産党

個人質問

安 藤 康 次
（民政クラブ）

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

岡 田 正 德
（民政クラブ）

詫 間 　 茂
（民政クラブ）

立 石 隆 男
（民政クラブ）

・国民健康保険税について
●後期高齢者医療について
・パークエクササイズについて
・買い物難民に対する国・県・市の支援体制について

●廃屋の行政としての取り組みについて
・自治体の債権管理について
・胃がん予防対策について

・地震対策について
●消防団の安全対策について
・公共施設の災害対策及び省電力化について

●市職員の管理職任命と職員研修について
・観音寺中学校の通学路の安全確保について

・空き地・空き家対策について
・競輪事業の今後について
・入札について
●公共施設の運営について
・行財政改革について

●農業振興地域の見直しについて

・防災について
・競輪事業について
・地域サロンについて
・環境対策・エコキャップ回収について
●産業育成を目的とした市認証制度の創設について
・綿によるまちおこしについて

・自治基本条例について
●学校給食の民営化について
・観音寺市の「中心市宣言」について

●防災対策について

・社会福祉について
・教育問題について
・財政について
・ごみ処理について
・市有財産の処分について
●防災について

・市長の政治姿勢について
・市役所、支所の防犯について
・改正ＮＰＯ法について
●フェイスブック・ツイッターの導入について
・市民会館の運営方法及び中心市街地の活性化について

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

井 上 浩 司
（民政クラブ）

高 橋 照 雄
（ 無 所 属 ）

石 山 秀 和
（公　明　党）

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

大 平 直 昭
（民政クラブ）

黒川健太郎
（民政クラブ）
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　国
の
こ
ど
も
園
構
想
を
見
据

え
な
が
ら
早
期
の
建
設
に
あ
た

っ
て
の
考
え
方
や
建
設
位
置
を

決
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
現
在
本
市
の
平

均
年
齢
は
平
成
２２
年
度
の
国
勢

調
査
に
よ
る
と
４７
・
８
歳
、
香

川
県
４６
・
７
歳
、
全
国
で
は
４５

・
０
歳
で
あ
る
。
お
隣
の
中
国

は
３５
・
５
歳
で
２７
年
前
の
昭
和

６０
年
の
３５
・
７
歳
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
少
子
化
と
高
齢
化
が

同
時
進
行
す
る
人
口
減
少
社
会

に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
局
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
　人
口
減
少
は
深
刻
な
問

題
で
あ
り
高
齢
者
福
祉
、
子
育

て
支
援
を
は
じ
め
定
住
対
策
に

努
め
る
。
ま
た
、
超
少
子
高
齢

化
時
代
に
向
け
、
市
の
サ
イ
ズ

に
あ
っ
た
市
街
地
、
徒
歩
や
自

転
車
で
移
動
で
き
る
生
活
圏
を

整
備
し
、
ま
ち
の
核
を
つ
く
っ

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

後
々
、
新
庁
舎
、
新
市
民
会
館

建
設
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

顧
み
た
と
き
、
決
し
て
あ
の
と

き
の
ま
ち
づ
く
り
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
と
の
評
価
い
た
だ

け
る
も
の
と
信
じ
、
こ
れ
ら
の

施
策
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　公
共
施
設
は
、
平
成
の

大
合
併
と
人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
計
画
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て

お
り
、
膨
ら
む
維
持
管
理
コ
ス

ト
を
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
、
自
治
体
の
経
営
能
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
①
合
併

後
の
計
画
は
あ
る
の
か
。
②
各

施
設
ご
と
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
把
握
し
て
い
る
の
か
。
③
施

設
を
統
合
し
複
数
の
機
能
を
持

て
ば
コ
ス
ト
削
減
に
な
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

④
遊
休
施
設
を
民
間
企
業
へ
賃

貸
し
、
有
効
活
用
す
る
こ
と
も

考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　平
成
２３
年
度
に
集
会
機

能
を
持
つ
５２
の
施
設
に
つ
い
て
、

現
況
調
査
を
委
託
し
３
月
末
に

完
了
見
込
み
で
あ
る
。
そ
の
結

果
を
基
に
、
将
来
を
見
据
え
た

施
設
な
ど
の
在
り
方
を
検
討
し
、

維
持
管
理
費
の
削
減
や
施
設
の

有
効
活
用
に
努
め
る
。
ま
た
、

施
設
の
台
帳
整
備
と
統
括
的
な

情
報
を
把
握
し
た
維
持
管
理
計

画
な
ど
を
策
定
し
効
率
的
な
運

営
管
理
を
行
い
、
民
間
で
の
活

用
な
ど
も
含
め
将
来
的
な
更
新

需
要
の
抑
制
に
努
め
る
。

　
　
　が
ん
の
罹
患
が
よ
く
聞

か
れ
る
。
国
内
で
の
死
亡
率
も

第
１
位
と
な
っ
て
い
る
。
が
ん

検
診
の
現
況
に
つ
い
て
お
伺
い

す
る
。

　
　
　本
市
の
が
ん
検
診
の
受

診
率
は
、
平
均
的
な
と
こ
ろ
に

あ
る
も
の
の
、
死
亡
者
は
約
３

割
で
２
２
６
人
を
占
め
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
受
診
し
て

も
ら
う
た
め
に
が
ん
検
診
希
望

申
込
書
の
封
筒
と
案
内
書
を
カ

ラ
ー
刷
り
に
し
、
市
民
に
送
付
。

早
期
発
見
早
期
治
療
を
進
め
て

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
を
減
少
さ

せ
、
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
支
援
し
て
い
く
。

　

市
民
ク
ラ
ブ

大
久
保　

隆
敏

施
政
方
針
に
つ
い
て

質
問

　
　
　南
部
地
域
の
柞
田
幼
稚

園
は
、
柞
田
村
時
代
の
昭
和
２８

年
に
建
て
た
園
舎
で
築
５９
年
が

経
過
し
大
変
老
朽
化
し
て
い
る
。

地
域
住
民
は
、
幼
稚
園
の
新
設

を
強
く
望
ん
で
い
る
が
、
当
局

の
見
解
を
求
め
る
。

　
　
　柞
田
幼
稚
園
は
、
築
５９

年
が
経
過
し
老
朽
化
が
激
し
く

施
設
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
一

方
、
観
音
寺
地
区
の
拠
点
的
幼

稚
園
と
し
て
、
観
音
寺
幼
稚
園

と
と
も
に
３
歳
児
保
育
を
行
っ

て
お
り
、
新
年
度
の
園
児
総
数

は
１
０
０
人
を
超
え
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
就
園
率

は
旧
市
内
で
高
い
方
で
あ
る
こ

と
か
ら
柞
田
幼
稚
園
に
対
し
て
、

地
域
や
保
護
者
の
期
待
は
大
き

い
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

友
枝　

俊
陽

既
存
公
共
施
設
に
つ
い
て

質
問

公
明
党安

藤　

忠
明

が
ん
検
診
に
つ
い
て

質
問

今回は４カ所で開催しますので、都合の良い日に是非ご来場ください。

　　　　５月１７日（木）午後７時～午後８時３０分
　　　　豊浜中央公民館

　　　　５月１８日（金）午後７時～午後８時３０分
　　　　市民会館中ホール

日　時

場　所

日　時

場　所

平成２４年度予算及び主な事業と参加者の皆さまとの意見交換など
議会事務局　　電話２３−３９１３

内　容

問合せ

　　　　５月１５日（火）午後７時～午後８時３０分
　　　　豊田公民館

　　　　５月１６日（水）午後７時～午後８時３０分
　　　　大野原中央公民館

日　時

場　所

日　時

場　所

議会報告会の開催について（ご案内）

代
表
質
問

民
政
ク
ラ
ブ

秋
山　

忠
敏

学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

  質 

問
答
弁

と
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

に
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

を
要
望
す
る
。
入
居
者
生
活
介

護
施
設
や
小
規
模
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
整
備
し
て
早
急
に

入
所
が
必
要
な
待
機
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　平
成
２２
年
度
の
後
期
高

齢
者
の
給
付
状
況
を
見
る
と
、

非
保
険
者
数
９
、
９
１
７
人
に

対
し
て
年
間
医
療
費
は
９７
億
円

か
か
っ
て
い
る
。

　予
防
医
学
・
介
護
予
防
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
長
野
県

佐
久
市
に
お
い
て
は
、
同
じ
人

口
比
で
比
較
す
る
と
年
間
医
療

費
は
７２
億
円
で
、
観
音
寺
市
よ

り
２５
億
円
少
な
い
額
に
な
っ
て

い
る
。
観
音
寺
市
の
医
療
費
は
、

全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
額
に

な
っ
て
い
る
。
元
気
な
お
年
寄

り
を
増
や
す
こ
と
と
、
医
療
費

削
減
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　
　
　国
保
だ
よ
り
に
、
診
療

費
や
疾
病
分
類
・
糖
尿
病
予
防

や
運
動
習
慣
の
ス
ス
メ
を
掲
載
。

健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
行
事
予
定
を
作
成
し
啓
蒙

個
人
質
問

詫

間　

茂

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

質
問

日
本
共
産
党

安
藤　

清
高

介
護
保
険
を
安
心
で
き
る
制
度

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

社
会
民
主
党

篠
原　

重
寿

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

質
問

実
施
し
た
い
。

③
計
画
の
必
要
性
は
認
識
し
て

お
り
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
策
定
す
る
。

　
　
　介
護
保
険
料
（
６５
歳
以

上
）
の
改
定
が
提
案
さ
れ
る
。

　月
額
で
３
、
３
５
０
円
が
４
、

７
０
０
円
と
な
り
１
、
３
５
０

円
の
大
幅
な
値
上
が
り
と
な
る
。

『
今
で
も
苦
し
い
お
年
寄
り
の

生
活
を
圧
迫
す
る
値
上
げ
は
避

け
る
べ
き
だ
』
と
主
張
し
て
、

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
抑

え
る
取
り
組
み
を
提
案
す
る
。

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入

れ
な
い
待
機
者
は
、
調
査
に
よ

れ
ば
市
内
で
９０
名
で
あ
る
（
Ｈ

２３
・
１
・
１
現
在
）
入
所
待
機

者
の
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き

施
設
整
備
増
床
を
求
め
対
応
を

伺
う
。

　
　
　現
在
で
は
８
段
階
で
所

得
段
階
の
保
険
料
を
設
定
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
区
分
を
１
つ
追
加
し

て
、
低
所
得
者
層
の
負
担
軽
減

を
図
る
よ
う
９
段
階
の
所
得
段

階
に
設
定
す
る
。
今
後
は
、
国

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
サ
ロ

ン
的
な
お
年
寄
が
集
え
る
場
所

の
確
保
に
努
め
、
市
民
の
方
々

の
健
康
増
進
、
医
療
費
の
削
減

に
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　廃
屋
の
問
題
は
、
隣
近

所
に
す
れ
ば
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
防
災
防
犯
上
好
ま
し
く
な

い
。
対
応
状
況
に
つ
い
て
お
伺

い
す
る
。

　
　
　本
年
度
の
廃
屋
対
応
状

況
は
、
「
危
険
家
屋
・
廃
屋
な

ど
」
に
関
す
る
相
談
が
１４
件
あ

っ
た
。
家
屋
の
管
理
者
は
、
市

内
に
在
住
し
て
い
な
い
方
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
電
話
・
手
紙

な
ど
で
「
危
険
性
が
あ
る
家
屋
」

と
伝
え
、
対
策
な
ど
を
お
願
い

し
て
き
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
１０

件
に
つ
い
て
は
、
改
善
さ
れ
て

い
る
。

　緊
急
避
難
的
な
事
務
管
理
に

よ
る
対
応
は
、
所
有
者
が
不
明

の
場
合
、
行
政
も
含
め
た
第
三

者
が
他
人
の
土
地
に
勝
手
に
入

り
、
物
理
的
な
手
を
加
え
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、

所
有
者
が
わ
か
れ
ば
「
適
正
な

　
　
　市
政
の
基
本
方
針
の
一

番
に
「
市
民
の
安
心
・
安
全
確

保
」
が
最
も
重
要
な
責
務
と
示

さ
れ
て
い
る
。

①
災
害
対
策
で
、
ハ
ー
ド
面
に

は
限
界
が
あ
り
、
自
主
防
災

組
織
の
充
実
な
ど
の
ソ
フ
ト

面
の
対
策
が
必
要
。
県
の
自

主
防
災
強
化
事
業
（
防
災
訓

練
、
防
災
士
資
格
取
得
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
訓
練
資
機
材
導
入
へ
の

支
援
な
ど
）
の
活
用
に
つ
い

て
の
考
え
方
。

②
国
の
中
央
防
災
会
議
や
県
の

地
域
防
災
計
画
が
見
直
さ
れ

て
い
る
が
、
市
の
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
は
。

③
大
規
模
災
害
で
、
市
庁
舎
、

職
員
に
相
当
な
被
害
を
受
け

た
時
、
行
政
の
業
務
を
継
続

さ
せ
、
早
急
な
復
旧
を
す
る

為
の
計
画
（
業
務
継
続
計
画
）

の
策
定
が
必
要
で
は
。

　
　
　①
正
確
な
情
報
伝
達
の

方
策
を
検
討
し
、
県
と
連
携

を
と
っ
て
、
自
主
防
災
組
織

の
充
実
を
図
る
。

②
国
・
県
の
被
害
想
定
や
上
位

計
画
が
見
直
さ
れ
た
時
点
で

管
理
」
の
お
願
い
の
連
絡
を
し

た
り
、
危
険
防
止
の
た
め
の
防

護
柵
を
設
置
し
た
り
と
予
防
的

な
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　東
日
本
大
震
災
で
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
の
消
防
団
員

の
犠
牲
者
は
２
５
３
人
に
上
る

た
め
、
国
は
、
消
防
団
の
安
全

対
策
の
強
化
と
体
制
の
立
て
直

し
を
図
る
た
め
の
「
検
討
会
」

を
昨
年
１１
月
に
立
ち
上
げ
た
。

消
防
団
の
安
全
対
策
が
必
要
だ

が
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
多
く
の
自
治
体
が
取
り

組
ん
で
い
る
、
団
員
の
安
全
確

保
の
た
め
の
「
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
作
成
も
必
要
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
　
　年
間
計
画
で
、
毎
年
、

機
関
員
教
養
訓
練
な
ど
に
お
い

て
、
安
全
確
保
の
研
修
を
重
ね

て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の
消
防

車
両
と
副
分
団
長
以
上
の
幹
部

に
対
し
て
防
災
行
政
無
線
を
配

し
、
正
確
な
情
報
を
伝
達
し
て
、

災
害
現
場
な
ど
に
お
け
る
安
全

を
確
保
し
て
い
る
。
今
後
も
三

観
広
域
南
消
防
署
と
連
携
を
図

り
、
初
任
者
教
養
訓
練
な
ど
で
、

安
全
対
策
に
関
す
る
内
容
を
盛

答
弁

答
弁

井
上　

浩
司

廃
屋
の
行
政
と
し
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

質
問

答
弁

大
平　

直
昭

消
防
団
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問



13

３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

り
込
ん
で
実
施
す
る
。
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
消
防
庁
か
ら
、
活
動
可

能
時
間
な
ど
の
基
準
設
定
の
要

請
が
公
表
さ
れ
、
市
に
お
い
て

も
、
安
全
管
理
の
た
め
の
ル
ー

ル
を
作
っ
て
い
く
。

　
　
　市
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
は
人
づ
く
り
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
役
所
の
職
員
で

３
月
末
に
退
職
者
は
何
人
い
る

の
か
、
そ
の
う
ち
管
理
職
は
何

人
か
伺
う
。
ま
た
、
こ
の
人
た

ち
に
代
わ
る
新
し
い
昇
任
管
理

職
の
登
用
基
準
を
伺
う
。
次
に
、

職
員
全
員
の
資
質
を
高
め
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
職
員
研
修
を

す
る
の
か
伺
う
。

　
　
　退
職
者
数
は
４１
人
で
、

そ
の
う
ち
管
理
職
の
退
職
は
１９

人
で
あ
る
。
管
理
職
の
登
用
基

準
に
つ
い
て
は
、
勤
務
評
価
の

結
果
や
仕
事
の
実
績
、
適
正
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
登
用

を
行
っ
て
い
る
。
次
に
、
職
員

研
修
に
つ
い
て
は
職
員
全
員
を

対
象
と
し
た
研
修
の
ほ
か
、
香

川
県
市
町
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

や
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
へ

黒
川　

健
太
郎

市
職
員
の
管
理
職
任
命
と
職

員
研
修
に
つ
い
て

職
員
を
派
遣
し
、
専
門
的
知
識

や
職
責
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
能

力
の
開
発
な
ど
の
研
修
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
　毎
年
５
０
０
人
ず
つ
の

人
口
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
本
市

に
お
い
て
、
市
職
員
数
は
第
二

次
行
革
大
網
に
示
さ
れ
た
定
員

削
減
計
画
に
添
い
、
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
手
付
か
ず
の
状
況
で
あ
る
。

　１
市
２
町
の
合
併
の
意
義
を

考
慮
す
る
と
同
時
に
、
国
交
省

『
国
土
の
長
期
展
望
』
に
示
さ

れ
た
施
設
維
持
費
の
後
年
度
負

担
の
倍
増
と
を
合
わ
せ
る
と
全

公
共
施
設
２
８
５
カ
所
の
長
期

的
利
用
計
画
を
早
急
に
作
成
し
、

過
不
足
の
な
い
施
設
整
備
計
画

を
長
期
振
興
計
画
な
ど
に
示
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　本
市
２
８
５
カ
所
の
公

共
施
設
は
、
利
用
者
の
利
便
を

考
え
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
一

概
に
廃
止
、
統
合
は
で
き
な
い
。

　た
だ
し
、
本
年
は
５２
カ
所
に

つ
い
て
そ
の
利
便
性
を
も
含
め

た
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　他
施
設
に
つ
い
て
も
今
後
、

統
廃
合
を
含
め
た
整
備
計
画
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
は
、
農
業
振
興
を
図
る
地
域

を
明
ら
か
に
し
、
土
地
の
農
業

上
の
有
効
利
用
と
農
業
の
近
代

化
へ
の
施
策
を
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
に
、
１０
年
後
を
見
通

し
た
長
期
展
望
に
た
っ
て
策
定

さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
見
直
し

を
行
っ
た
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
は
、
合
併
前
に
策
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
本
市
農
業
の
実
態

に
即
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
な

い
。
平
成
２１
年
の
農
業
振
興
地

域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
改

正
を
受
け
て
、
県
の
農
業
振
興

地
域
整
備
方
針
が
変
更
さ
れ
、

本
市
の
計
画
に
変
更
の
趣
旨
を

反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　こ
の
見
直
し
は
、
農
地
を
積

極
的
に
確
保
、
保
全
し
て
農
業

振
興
施
策
を
計
画
的
か
つ
集
中

的
に
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、

限
ら
れ
た
土
地
資
源
の
合
理
的

な
利
用
を
図
る
た
め
、
地
域
の

発
展
に
必
要
な
都
市
的
土
地
利

用
と
農
業
的
土
地
利
用
の
調
和

の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
。

　
　
　本
市
の
特
産
品
の
多
く

は
、
こ
れ
ま
で
地
元
の
企
業
な

ど
が
自
助
努
力
で
ロ
ー
カ
ル
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
き
た
。

農
業
分
野
の
活
性
化
無
く
し
て

将
来
は
無
い
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
農
業
の

実
情
を
良
く
知
っ
た
上
で
、
補

助
制
度
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、

市
独
自
の
認
証
制
度
を
設
け
認

証
さ
れ
た
商
品
は
流
通
業
界
に

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
こ
の
繰

り
返
し
が
商
品
の
品
数
を
増
や

し
、
モ
ノ
づ
く
り
の
励
み
に
な

る
と
考
え
る
。

　今
後
、
経
済
部
が
中
心
と
な

り
第
六
次
産
業
育
成
に
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
当
局
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
　認
証
制
度
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。
私

自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
赴
き
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
産
物
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
る
。
な
お
、

六
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
地
域
資
源
の
活
用

を
図
る
た
め
に
も
積
極
的
に
推

進
す
る
。

　
　
　「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
は
官
で
行
う
」
と
い
う
固
定

観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
民
間
に

で
き
る
こ
と
は
民
間
に
委
ね
る
」

の
視
点
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

　行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
今
ま
で
よ
り

悪
く
な
ら
ず
に
、
良
く
な
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
行

政
の
民
間
委
託
の
責
任
と
関
与

の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
。
民
間

委
託
に
お
い
て
委
託
者
と
受
託

者
と
の
緊
密
な
連
携
に
つ
い
て

お
伺
い
す
る
。

　
　
　給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
受

託
業
者
と
の
間
で
、
仕
様
書
に

よ
り
業
務
履
行
基
準
な
ど
を
定

め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
直
営

の
場
合
と
同
様
に
業
務
報
告
書

の
提
出
を
受
け
、
委
託
業
務
の

履
行
状
況
を
把
握
・
確
認
で
き

る
体
制
を
と
る
。
学
校
栄
養
教

諭
が
献
立
や
調
理
内
容
を
示
す

調
理
確
認
書
を
作
成
し
、
受
託

業
者
は
、
献
立
ご
と
に
作
業
の

工
程
表
や
作
業
動
線
図
を
作
成

す
る
。
具
体
的
な
調
理
内
容
に

つ
い
て
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

緊
密
に
情
報
を
共
有
し
連
携
を

と
っ
て
い
く
。

質
問

答
弁

伊
丹　

準
二

公
共
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

質
問

答
弁

岡
田　

正
德

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
に

つ
い
て

質
問

答
弁

石
山　

秀
和

産
業
育
成
を
目
的
と
し
た
市

認
証
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

答
弁

質
問

安
藤　

康
次

学
校
給
食
の
民
営
化
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　本
市
に
は
観
音
寺
市
地

域
防
災
計
画
が
あ
る
。
こ
の
中

の
震
災
編
は
平
成
１７
年
度
の
香

川
県
南
海
地
震
被
害
想
定
調
査

の
結
果
で
あ
る
。
現
在
、
教
育

施
設
建
設
予
定
地
ク
ラ
ボ
ウ
跡

地
は
、
こ
の
防
災
計
画
の
中
で

津
波
に
よ
る
１
ｍ
以
上
、
２
ｍ

未
満
の
浸
水
予
想
地
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
液
状
化
危
険
度

が
高
い
区
域
に
も
な
っ
て
い
る
。

教
育
施
設
建
設
に
あ
た
っ
て
防

災
上
の
問
題
解
決
の
た
め
、
ど

の
よ
う
な
地
盤
改
良
を
計
画
し

て
い
る
の
か
お
伺
い
す
る
。

　
　
　統
合
小
学
校
の
床
面
に

つ
い
て
は
、
１
ｍ
ほ
ど
嵩
上
げ

し
て
建
築
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。　液

状
化
に
対
す
る
補
強
方
法

と
し
て
小
学
校
校
舎
棟
に
つ
い

て
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
を
安
定

し
た
支
持
地
盤
ま
で
施
工
す
る
。

次
に
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
へ
の

避
難
路
に
つ
い
て

は
、
２
種
類
の
補

強
工
法
を
検
討
し

て
い
る
。
よ
り
適

し
た
工
法
で
実
施

し
た
い
。

　
　
　１
年
間
提
案
し
て
き
た

が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
導
入
に
つ
い
て
、
本

市
の
姿
勢
を
伺
う
。
ツ
イ
ッ
タ

ー
の
活
用
方
法
の
提
案
と
し
て

は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
２
つ
取
得

し
、
防
災
情
報
と
観
光
情
報
に

特
化
し
て
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
。
防
災
情
報
で
は
、
災
害
、

防
災
情
報
や
市
内
の
注
意
報
、

警
報
な
ど
に
限
定
し
、
観
光
情

報
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
面
白
い
話

題
を
拡
散
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
い

も
の
に
絞
っ
て
発
信
を
行
う
ア

カ
ウ
ン
ト
と
し
て
活
用
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
情
報

の
母
体
と
な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
誘
導
す
る
よ
う
な
使
い
方
を

提
案
す
る
が
、
今
後
の
運
用
方

法
を
伺
う
。

　
　
　導
入
に
つ
い
て
は
、
３

月
末
を
目
途
に
運
用
開
始
を
進

め
る
。
提
案
い
た
だ
い
た
情
報

発
信
方
法
に
つ
い
て
は
、
観
光

情
報
と
防
災
情
報
の
２
つ
を
主

と
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
円
滑

な
運
用
を
進
め
る
中
で
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　東
日
本
大
震
災
発
生
後
、

１
年
が
経
っ
た
。
こ
の
大
災
害

を
教
訓
に
、
今
後
の
防
災
対
策

や
減
災
対
策
に
つ
い
て
①
災
害

別
避
難
所
の
設
定
状
況
。
②
避

難
ル
ー
ト
、
避
難
対
策
。
③
避

難
困
難
者
へ
の
対
策
。
④
出
水

・
井
戸
の
整
備
。
⑤
「
防
災
マ

ッ
プ
」
改
訂
。
以
上
５
点
に
つ

い
て
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

最
後
に
、
市
民
の
安
全
を
最
優

先
に
、
施
策
の
見
直
し
や
防
災

訓
練
、
設
備
整
備
を
お
願
い
す

る
。　

　
　①
台
風
風
水
害
避
難
場

所
６５
カ
所
、
こ
の
内
地
震
津
波

時
で
も
利
用
可
能
な
所
と
し
て

２２
カ
所
、
安
全
性
に
配
慮
し
、

状
況
に
応
じ
た
避
難
所
を
開
設

す
る
。
②
市
も
正
確
な
情
報
を

迅
速
に
提
供
す
る
が
、
周
辺
の

状
況
や
避
難
情
報
に
よ
り
、
早

め
の
避
難
を
お
願
い
し
た
い
。

③
行
政
職
員
だ
け
で
は
全
て
の

救
援
活
動
が
で
き
な
い
の
で
、

共
助
の
支
援
体
制
を
確
立
し
て

ほ
し
い
。
④
消
火
栓
の
補
助
水

利
と
し
て
活
用
を
協
議
し
て
い

き
た
い
。
⑤
中
央
防
災
会
議
な

ど
に
よ
る
被
害
想
定
の
見
直
し

後
、
改
訂
作
成
を
検
討
し
た
い
。

答
弁

高
橋　

照
雄

防
災
に
つ
い
て

質
問

答
弁

五
味　

伸
亮

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ツ
イ
ッ
タ
ー

の
導
入
に
つ
い
て

質
問

答
弁

立
石　

隆
男

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問

　議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、

下記の内容で先進地視察を実施しました。

▲宇土市循環型介護予防教室

▲日田市役所

日　　　時：平成２３年１１月８日～１０日

場所・事項：熊本県宇土市（循環型介護予防システム）

　　　　　　福岡県筑後市（文化施設「サザンクス筑後」視察）

　　　　　　大分県日田市（文化施設「パトリア日田」視察）

　　　　　　福岡県古賀市（小・中学校２学期制について）

　　　　　　　　　　　　（市民聴講生制度について）

参　加　者：委 員 長　森谷政義

　　　　　　副委員長　伊丹準二

　　　　　　委　　員　岡田正德、中村保男、楠井泰功

　　　　　　　　　　　安藤忠明、立石隆男、五味伸亮

平成２３年度　文教民生委員会の行政視察の報告
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３
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第１回（３月）定例会

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
観音寺市附属機関設置条例の制定について 原案可決

観音寺市職員定数条例の一部改正について 〃

観音寺市長及び副市長の給料の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市教育委員会教育長の給料の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市職員の給与に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市高齢者虐待防止地域連絡協議会設置条例の一部改正について 〃

観音寺市介護保険条例の一部改正について 原案可決（反対１人）

観音寺市営住宅条例の一部改正について 原案可決

観音寺市工場立地法第４条の２第２項の規定に基づく準則を定める条例の制定について 〃

観音寺市立図書館条例の一部改正について 〃

観音寺市立総合体育館条例の一部改正について 〃

三観広域行政組合の共同処理する事務の変更及び三観広域行政組合規約の一部変更について 〃

三観広域行政組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について 〃

平成２３年度観音寺市一般会計補正予算（第５号） 原案可決（反対１人）

平成２３年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

平成２３年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃

平成２３年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 〃

平成２４年度観音寺市一般会計予算 原案可決（反対５人）

平成２４年度観音寺市競輪事業特別会計予算 原案可決

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計予算 〃

平成２４年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計予算 〃

平成２４年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計予算 〃

平成２４年度観音寺市介護保険事業特別会計予算 原案可決（反対１人）

平成２４年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計予算 原案可決

平成２４年度観音寺市航路事業特別会計予算 〃

平成２４年度観音寺市粟井財産区特別会計予算 〃

平成２４年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計予算 〃

平成２４年度観音寺市公共下水道事業特別会計予算 〃

平成２４年度観音寺市農業集落排水事業特別会計予算 〃

平成２４年度観音寺市水道事業会計予算 〃

副市長の選任について 同　　意

※請願
ＪＲ三島・貨物会社に係る税制特例の恒久化等の請願 取り下げ承認

※陳情
公財政支出による教育費の充実を求める意見書採択に関する陳情 不採択（賛成１人）

消費税によらない最低保障年金制度の創設にかかる意見書採択を求める陳情 継続審査

※意見書案
早急な震災処理の完了とエネルギー政策の転換を求める意見書 原案否決（賛成１１人）

　２月１８日（土）市議会主催の「災害に強いまちづく
り」をテーマにした市民フォーラムが開催されまし
た。当日は、雪の舞う寒い中たくさんの皆さまにご
来場いただき、大変ありがとうございました。
　市民フォーラムでの録画映像などを市のホームペ
ージに掲載していますので、是非ご覧ください。

市民フォーラム
「災害に強いまちづくり」が開催されました
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観音寺市中央公民館    ☎２３－３９４４

平成２４年度

第４回

第７回

かんおんじ
　　市民大学

女性大学

大学講座 受講生募集

回 月　　日 学　習　課　題 講　　　師

１ ６／６（水）
開講式

「観音寺市の教育・文化の振興について」
観音寺市大平教育長　　

２ ７／４（水）「長寿社会を明るく楽しく」
総本山善通寺法主
　　　　樫原　禅澄先生

３ ７／６（金）
日帰り研修旅行

（岡山県旧閑谷学校方面）
＜受講生＞

４ ８／２２（水）「音楽で身体も心も健康に」
音楽療法士
　　　児玉　令江子先生

５
９／１３（木）
　・１４（金）

一泊研修旅行
（とっとり花回廊と皆生温泉方面）

＜受講生＞

６ ９／２６（水）「伊吹島の歴史と民俗」
伊吹島研究会
　　　　三好　兼光先生

７ １０／２４（水）「高齢者に関する健康」
三豊総合病院内科
　地域医療部部長
　　　　中津　守人先生

８ １１／２２（木）
歩け歩け大会：午前９時～

（琴弾公園周辺・老人憩の家）
＜受講生＞

９ １２／５（水） フィルム研修 ＜受講生＞

１０ １／９（水）「四国遍路と観音寺」 香川県文化振興課職員

１１
１／２４（木） 芸能発表会

＜受講生＞１／２３（水）
　～２５（金）

作品展：午前９時～午後５時
（２５日のみ午後４時まで）

１２ ２／２７（水）
学習発表会
修了式

＜受講生＞

回 月　　日 学　習　課　題 講　　　師

１ ５／１６（水）
開講式

「興昌寺が輩出した高僧について
　　～朝鮮通信使の風俗と文化～」

郷土史家
　　　　二宮　嘉幸先生

２ ６／２０（水）
「訪問のマナー
　　～さりげなく　うつくしく～」

全日本作法会北四国本部長
　　　　紫和　順子先生

３ ７／１８（水）
「在宅で すこやかに
　　　　　　　　　すごすために」

三豊総合病院内科
　地域医療部部長
　　　　中津　守人先生

４ ８／１５（水） フィルム研修 ＜受講生＞

５ ９／１９（水）「身・息・心を調えるヨーガ健康法」
香川ヨーガ道友会会長　
　　　　倉本　英雄先生

６ １０／１７（水） ｢健康長寿をめざして」
管理栄養士
　　久保田　美代子先生

７ １１／１４（水）「まち　学び」 ＜受講生＞

８ １２／１９（水）「韓国女性の美」
三豊市国際交流員
　　　　　鄭　恵敬先生

９ １／１６（水）「日々の生活に張りと潤いを」
ヤマハ音楽講師
　　　　宝田　章江先生

１０ ２／２０（水）
「地震災害に備えて」
修了式

三観広域行政組合
　　　　　南消防署職員

と　き

　午後１時３０分～午後３時

ところ：

　観音寺市民会館中ホール

対象者：

原則市内に住んでいる人、

勤めている人

定　員：３００人

会　費：１，０００円

と　き：

　午前１０時～午前１１時３０分

ところ：

　観音寺共同福祉施設軽運動室

対象者：

原則市内に住んでいる女性、

勤めている女性

定　員：１００人

会　費：１，０００円

　講座では、心触れ合う楽しい仲間づくりや豊かな学習ができます。

余暇を利用して教養を深め、人生を楽しみませんか。

受付期間：随時（月曜日と祝日を除く）

申 込 先：観音寺市中央公民館、大野原・豊浜・各地区公民館
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　子
育
て
を
積
極
的
に
行
い
楽

し
む
父
親
の
こ
と
を
、
イ
ク
メ

ン
と
呼
び
ま
す
。

　平
成
２２
年
６
月
の
改
正
育
児

・
介
護
休
業
法
の
施
行
と
同
時

に
、
厚
生
労
働
省
が
立
ち
上
げ

た
イ
ク
メ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
名
が
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　で
は
「
イ
ク
メ
ン
」
に
対
し

て
「
イ
ク
ジ
イ
」
と
は
…
定
年

退
職
後
、
自
分
の
孫
や
地
域
の

子
育
て
支
援
に
積
極
的
に
か
か

わ
る
シ
ニ
ア
男
性
の
こ
と
を
、

イ
ク
ジ
イ
（
育
爺
）
と
呼
ぶ
そ

う
で
す
。

　こ
の
世
代
の
男
性
の
多
く
は
、

仕
事
一
筋
で
子
育
て
に
か
か
わ

る
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め

「
男
が
育
児
な
ん
て
ト
ン
デ
モ

ナ
イ
」
と
い
う
考
え
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
周
囲
を

見
て
み
る
と
、
孫
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て
い
る
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
保
育
園
や
幼
稚
園

の
送
迎
を
す
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん

な
ど
、
イ
ク
ジ
イ
は
意
外
に
も

多
く
い
る
よ
う
で
す
。

　体
力
・
気
力
と
も
ま
だ
ま
だ

元
気
な
シ
ニ
ア
男
性
に
と
っ
て
、

自
分
の
孫
だ
け
で
な
く
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ

る
こ
と
は
、
地
域
活
動
・
社
会

貢
献
に
参
加
す
る
良
い
き
っ
か

け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　イ
ク
メ
ン
が
注
目
さ
れ
る
一

方
で
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で
育

児
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
父

親
は
、
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で

す
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ
経
験
豊

富
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
出
番
で

す
。　孫

育
て
に
参
加
し
て
「
イ
ク

ジ
イ
」
デ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

男
女
共
同
参
画

　
　
「
イ
ク
メ
ン
」
に
続
け
！

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　同

　和

　問

　題
（
２
）

べ
た
の
？
」
な
ど
、
こ
ん
な
会

話
を
聞
い
た
と
き
に
、
お
か
し

い
と
思
う
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
に

は
「
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
」
と
、

き
っ
ぱ
り
断
わ
る
勇
気
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

　同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
国
は
三
度
に
わ
た
り
特
別

措
置
法
を
定
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
い
、

生
活
環
境
面
な
ど
で
多
く
の
成

果
を
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
後
の
地
域
改
善
対
策
特
定
事

業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
（
地
対
財

特
法
）
が
終
了
（
平
成
１４
年
３

月
）
し
た
後
で
も
、
就
職
や
結

婚
を
妨
げ
ら
れ
る
と
い
っ
た
差

別
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

　良
く
な
い
こ
と
だ
と
分
か
っ

て
い
て
も
、
実
際
に
自
分
が
か

か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

差
別
意
識
が
表
面
化
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
私
た

ち
は
、
な
ぜ
差
別
を
し
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、

な
く
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
を
し
っ
か
り
と
考
え

て
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　子
ど
も
に
は
、
だ
れ
と
で
も

仲
良
く
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
や
正
し
い
こ
と
を
は

っ
き
り
と
言
え
る
よ
う
に
教
え

ま
し
ょ
う
。「
あ
の
子
と
は
遊
ば

な
い
よ
う
に
。
あ
っ
ち
の
方
へ

は
行
っ
た
ら
駄
目
よ
」
と
か
「
今

度
結
婚
す
る
相
手
の
身
元
は
調

おめでとう
　　　ございます

平成２３年度
　　人権作品優秀賞

観音寺中学校２年
井元　菜津子さん

大野原小学校５年
石川　雅偉さん
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　東京で開催される全国ＪＯＣジュニアオリンピック
カップ春季水泳競技大会に出場する選手の激励会があ
り、小学４年生から高校１年生の選手９人が、一人ず
つ出場種目と大会に向けての意気込みを力強く表明。
白川市長は「水泳は全身を使うスポーツ、大会に備え
コンディションを整えて、プレッシャーに負けること
なく頑張ってください」と一人一人と握手して、激励
しました。

プレッシャーに負けず頑張ります19
3

23
3

　百歳の誕生日を迎えた大西正信さんを白川市長が訪
問して顕彰しました。大西さんは６年前から施設に入
所。普段は話しかけるとうなずく程度ですが、戦争中
の話になると市長の問いかけに大きな声で返事をして、
みんなを驚かせていました。４月１日現在、市内の百
歳以上の高齢者は男性が４人、女性が３１人です。

穏やかな時間を過ごしています27
3

笑顔いっぱい「イースター」
　豊浜小学校の英語教室に参加した子どもたちが「イース
ターエッグ」作りに挑戦。「イースター」は、日本では
「復活祭」と呼ばれていて「イースターエッグ」は、ゆで
卵にろうそくで模様を描き三種類の食紅で色をつけます。
鮮やかでカラフルな卵の完成に、子どもたちは歓声を上げ
笑顔いっぱい。その後、ゲームをしたり英語で「世界に一
つだけの花」を歌ったりして楽しい時間を過ごしました。

（まちかど特派員　合田博子）

　第１５回全国高等学校少林寺拳法選抜大会（女子自由
単独演武）に出場する観音寺第一高等学校２年生の合
田朱里さんの激励会がありました。「厳しく大変だっ
たこともあるのでは」との白川市長の質問に「練習は
楽しく続けてきました。練習の成果を発揮できるよう
しっかり頑張ってきます」と決意を述べました。

流れの良い演武で好成績を目指す22
3

　平成２３年度で本場開催を廃止の観音寺競輪場で、最
後のイベント「観音寺競輪さよならお客様感謝デー」
があり、多くのファンらが訪れました。レースが行わ
れていたバンクを体験走行する人や懐かしい映像に見
入る人、グッズ販売で目当てのものを探す人など、思
い思いの時間を過ごす人でにぎわいました。

競輪ファンでにぎわった一日25
3
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　どのコースも人気で、毎回すぐに定員に達するまち
歩き。この日は「桜満開大野原、春の里山を歩く」が
あり、穏やかな日差しの中、約４キロの道のりを歩き
ました。ガイドの話や野鳥の声、おいしい空気、山菜
探し、花、緑、雄大な景色などたくさんの楽しみを見
つけながら、心地よく歩を進めていました。

春を感じながら、里山歩き7
4

　市立中部中学校が完成し、竣工式と校舎棟や体育館、
武道場などの完成内覧会が行われました。新しい校舎
は多目的に利用できるホールやウッドデッキのある中
庭などの工夫が施され、体育館や武道場も整備されま
した。今後新しい校舎で、子どもたちが大きく羽ばた
くことが期待されます。

観音寺市立中部中学校竣工式

　大野原萩の丘公園駐車場をスタートし、大谷池遊歩
道、五郷山公園、萩原寺の約４キロのコースを約１時
間半かけてウオーキング。緑の木々や桜並木、大谷池
などの美しい自然景観を楽しんだり家族や友人とおし
ゃべりしたりしてのんびりと穏やかな春のひとときを
楽しんでいました。

　市内外から参加者が集い、満開の桜と青い海が美し
い春の伊吹島を巡りました。「伊吹島を愛する会」代
表三好さんの案内で、イリコ加工場や出

で

部
べ

屋
や

跡地など
を見学し、波

なみ

切
きり

不動尊へ続く道を彩る桜を楽しみまし
た。また、石門や合

ごう

戸
と

の穴を巡るクルージングでは、
海上から桜を望む「海からの花見」を体験しました。

春の伊吹島巡り

交通事故に歯止めをかけよう
　重大事故の多発傾向に歯止めをかけようと「交通事
故死ゼロを目指す日」の早朝に、市役所前沿道で街頭
大キャンペーンを実施。観音寺市交通対策協議会など
１０団体１４５人が蛍光反射ジャンパーやたすきを着用し、
のぼり旗を手にドライバーや歩行者に交通安全を呼び
かけました。

　健康づくりペタンク大会が財田川河川敷一ノ谷コー
トであり、市内各地からダブルスの１１４組が出場しま
した。毎日の練習で培った力加減や距離感、チームワ
ークを発揮し、集中して投球。試合の行方は最後まで
分からず、拍手や歓声がおこる場面や残念そうな場面
など、大勢での試合を楽しんでいる様子でした。

ゆったりと歩き、心地よい汗4
8

4
10

4
7

4
12

4
15 日々の練習の成果を発揮
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小 西 凜
りん

ちゃん

父 崇文さん　　母 京子さん
（植田町）

 

 

堤 柚
ゆう

陽
ひ

ちゃん

父 寛樹さん　母 真理子さん
（柞田町）

高 橋 蓮
れお

ちゃん

父 怜さん　　母 和子さん
（吉岡町）

 
 

齊 藤 覇
はる

星
せ

ちゃん

父 雄一さん　　母 知代さん
（本大町）

満１歳の子どもを募集
　５月１日から５月３１日まで８月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２３年５月生まれ

　

　９２
歳
の
小
足
健
一
さ
ん
と
８６

歳
の
幸
江
さ
ん
は
仲
の
良
い
ご

夫
婦
で
、
日
頃
か
ら
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
持
っ
て
「
あ
り
が

と
う
」
の
言
葉
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
約
３０
年
前
、
二
人
で

お
遍
路
さ
ん
や
西
国
巡
り
を
し

た
そ
う
で
す
。
心
の
修
行
に
な

る
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
は
行
っ
て

ほ
し
い
と
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　２０
歳
代
の
時
に
兵
隊
へ
行
っ

て
い
た
健
一
さ
ん
。
当
時
の
歌

が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
て
時
々

口
ず
さ
み
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
い
始
め
て
か
ら
は
、
い

ろ
い
ろ
な
歌
を
歌
う
こ
と
も
楽

し
み
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
絵
が
好
き
で
仏
画
に
も

興
味
を
持
ち
、
心
を
込
め
て
丁

寧
に
色
塗
り
を
し
ま
す
。
健
康

の
秘
け
つ
は
、
ぐ
っ
す
り
寝
る

こ
と
と
便
秘
を
し
な
い
こ
と
。

野
菜
を
多
く
と
る
よ
う
に
心
が

け
、
便
秘
ぎ
み
か
な
と
思
っ
た

ら
ア
ロ
エ
を
す
り
つ
ぶ
し
て
飲

み
ま
す
。
ま
た
、
運
動
を
兼
ね

て
毎
朝
、
近
所
の
３
社
参
り
に

行
き
ま
す
。

　幸
江
さ
ん
の
楽
し
み
は
字
を

書
く
こ
と
で
、
般
若
心
経
の
一

字
一
字
を
、
穏
や
か
な
心
で
筆

を
進
め
ま
す
。
耳
が
聞
こ
え
に

く
い
健
一
さ
ん
の
た
め
に
、
書

い
て
伝
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
健
一
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

健
一
さ
ん
が
元
気
で
い
て
く
れ

る
こ
と
が
、
幸
江
さ
ん
の
喜
び

で
す
。

　た
く
さ
ん
の
家
族
に
も
恵
ま

れ
、
孫
や
ひ
孫
た
ち
が
元
気
に

成
長
す
る
姿
に
大
き
な
喜
び
を

感
じ
な
が
ら
、
毎
日
を
穏
や
か

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
現
役

　
　
　「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
大
切
に

小
足　
健
一
さ
ん
（
室
本
町
）

　
　
　
幸
江
さ
ん
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み
ん
な
の
輪

大
野
原
空
手
道
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　大
野
原
空
手
道
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
が
、
月
曜
日
と
金
曜

日
に
大
野
原
中
学
校
の
体
育
館

で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
空
手
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
幼
稚
園
児
か

ら
高
校
生
ま
で
が
け
が
を
し
な

い
よ
う
に
気
を
引
き
締
め
、
切

磋
琢
磨
し
練
習
に
励
み
ま
す
。

　空
手
に
は
技
を
決
ま
っ
た
順

序
で
演
武
す
る
「
型
」
と
、
相

手
と
技
を
か
け
合
う「
組
手
」
が

あ
り
、
男
女
や
年
齢
に
関
係
な

く
楽
し
め
ま
す
。
技
術
だ
け
で

な
く
精
神
の
鍛
練
も
大
切
に
し

「
常
に
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ

る
」「
寛
容
の
徳
を
も
て
」
な
ど

４
つ
の
道
場
訓
を
、
練
習
の
後

に
全
員
で
唱
え
ま
す
。
小
さ
な

子
ど
も
に
は
難
し
い
言
葉
で
す

が
、
指
導
者
や
上
級
生
の
姿
を

見
て
、
そ
の
意
味
を
学
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

　み
ん
な
が
最
も
緊
張
す
る
の

が
昇
級
審
査
で
、
集
中
し
て
臨

み
ま
す
。
試
合
も
ド
キ
ド
キ
し

ま
す
が
、
会
場
に
い
る
家
族
の

姿
を
見
つ
け
る
と
、
恥
ず
か
し

い
け
れ
ど
強
い
気
持
ち
で
試
合

に
臨
め
る
そ
う
で
す
。

　練
習
が
厳
し
く
て
く
じ
け
そ

う
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
友
だ

ち
も
増
え
、
体
も
心
も
た
く
ま

し
く
な
る
空
手
が
、
み
ん
な
大

好
き
で
す
。

　ク
ラ
ブ
で
は
、
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人

は
、
代
表
の
宮
本
さ
ん
（
☎
２５

−

９
１
３
２
）
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

人気の給食、セルフオムライス

　学校給食は、子どもたちに給食を楽しんでもら

おうといろいろな工夫をしています。「セルフオ

ムライス」は、自分でチキンライスに薄焼き卵を

のせ、好きなように巻いて食べます。目先が少し

変わるだけで、子どもたちに人気の一品です。

　家庭では、ケチャップで飾り付けたりトマトを

添えたりすれば、ぐっと豪華になります。ちょっ

とした演出で、にぎやかな楽しい食卓になります。

子どもの日や家族の誕生日などの参考にしてくだ

さい。

オムライス
　　　（５人分）

ごはん…４合、鶏肉もも肉小切り…１００ｇ、

タマネギ…１／２個、ニンジン…１／４本、

エリンギ…１本、ピーマン…１個、卵…８個、

牛乳…大さじ２．５、油…大さじ１、バター…

大さじ１、塩・コショウ…少々、トマトケチ

ャップ…大さじ３

❶タマネギ、ニンジン、ピーマン、エリンギ

は粗いみじん切りにする。

❷フライパンを熱し、油とバターで鶏肉と野

菜を火の通りにくいものから順にいためる。

火が通ったら、塩・コショウを少しふり、

トマトケチャップを加えて混ぜてから、ご

はんを加えて混ぜる。

❸卵を割りほぐし牛乳を混ぜて、フライパン

で薄焼き卵を作り、その真ん中に②のチキ

ンライスをおいて、まとめる。皿にとって、

ケチャップで飾る。

材　料

作り方

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

観音寺学校給食センターの献立

★セルフオムライス　★ジャガイモサラダ

★牛乳　★いりこナッツ　★ヨーグルト
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金
を
、
減
免
し
て
い
ま
す
。
減

免
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
自
動
車
検
査
証

④
印
鑑

　５
月
２４
日
（
木
）
ま
で

〇

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇

減
免
さ
れ
る
軽
自
動
車
は
一

人
一
台
で
す
。

〇

平
成
２３
年
度
ま
で
に
申
請
済

み
の
人
は
、
対
象
車
な
ど
の

変
更
が
な
い
限
り
、
再
度
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　税
務
課
収
納
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　大
野
原
支
所

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
０

　豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

　伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　７
月
９
日
か
ら
新
た
な
在
住

管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
、
外
国

人
住
民
の
登
録
制
度
が
変
わ
り

ま
す
。
観
光
目
的
な
ど
の
短
期

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

　常
磐
小
学
校
区
に
お
い
て
防

災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

６
月
２
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
前
１１
時
３０
分

常
磐
小
学
校
運
動
場

広
報
訓
練
、
避
難
・
救
出
救

助
訓
練
、
消
火
訓
練
、
水
防

工
法
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
な
ど
（
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

　都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
都
市
計
画
法
に
そ
の

策
定
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
県

が
お
お
む
ね
２０
年
後
の
都
市
の

姿
を
展
望
し
た
上
で
、
市
町
を

越
え
る
広
域
的
な
見
地
か
ら
、

区
域
区
分
を
は
じ
め
と
す
る
広

域
的
・
根
幹
的
な
都
市
づ
く
り

の
基
本
方
針
と
し
て
示
す
も
の

で
す
。

　香
川
県
で
は
既
存
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
が
平
成
２２
年
に
中
間

目
標
年
を
迎
え
た
た
め
、
改
訂

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
そ
の
後
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

説
明
会

５
月
２２
日
（
火
）

午
前
１０
時
か
ら

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

入
場
は
自
由
で
す
。
直
接
会

場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

素
案
の
閲
覧
と
公
述
の
申
し
出

　見
直
し
の
素
案
を
閲
覧
で
き

ま
す
。
ま
た
、
公
聴
会
に
出
席

し
て
意
見
を
述
べ
た
い
人
は
、

素
案
閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
２９
日
（
火
）
～
６
月
１２
日

（
火
）
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時
１５
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

都
市
整
備
課

県
土
木
部
都
市
計
画
課

公
聴
会

　皆
さ
ん
の
意
見
を
見
直
し
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。
た
だ
し
公
述
の

申
し
出
が
な
い
と
き
は
、
公
聴

会
を
中
止
し
ま
す
。

６
月
２７
日
（
水
）

午
前
１０
時
か
ら

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

傍
聴
し
た
い
人
は
、
直
接
会

場
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

傍
聴
人
は
発
言
で
き
ま
せ
ん
。

香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課

都
市
政
策
・
計
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
５
５
７

都
市
整
備
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
８

　一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
身

体
障
害
者
や
戦
傷
病
者
、
知
的

障
害
者
や
精
神
障
害
者
が
日
常

生
活
で
必
要
な
軽
自
動
車
の
税

滞
在
者
な
ど
を
除
き
、
適
法
に

３
カ
月
を
超
え
て
在
留
す
る
外

国
人
住
民
に
な
る
人
へ
５
月
に

「
仮
住
民
票
」
を
郵
送
し
ま
す
。

こ
の
仮
住
民
票
に
基
づ
い
て
住

民
票
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
必

ず
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　仮
住
民
票
に
記
載
し
て
い
る

事
項
に
変
更
な
ど
が
あ
る
と
き

は
、
届
い
た
仮
住
民
票
と
旅
券
、

外
国
人
登
録
証
明
書
を
持
っ
て
、

本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
が
市

民
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　親
族
に
外
国
人
が
い
る
人
や

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
制
度
改
正
の
内
容
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　出
生
や
死
亡
、
転
入
・
転
出
・

転
居
等
の
異
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　住
民
に
関
す
る
正
確
な
記
録

が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
届
け
出
期
間
内
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　手
続
き
の
際
は
、
本
人
確
認

の
た
め
に
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書
の
提
示
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

　
プ
ラ
ン
を
見
直
し
ま
す

５
月
２４
日（
木
）ま
で

平
成
２４
年
度
軽
自
動
車
税

身
体
障
害
者
等
の
減
免
申
請

外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
へ

「
仮
住
民
票
」
を
送
付
し
ま
す

戸
籍
・
住
民
票
に
係
る

各
種
届
け
出
は
お
忘
れ
な
く

市
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

種　類 届　出　期　間

出生届 生まれた日から１４日
以内

死亡届 死亡の事実を知った
日から７日以内

転入・
転居届

転入・転居した日か
ら１４日以内

転出届
転出先・転出予定日
が決まってから１４日
以内
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　監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
７

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

４
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
期
監

査
を
実
施
し
た
の
で
、
同
条
第

９
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
２４
年
３
月
７
日

　監
査
委
員

　
　佐
伯

　文
男

　監
査
委
員

　
　高
橋

　照
雄

監
査
期
間

　２
月
６
日
（
月
）
～
１４
日
（
火
）

監
査
対
象

政
策
部
、
総
務
部
、
健
康
福

祉
部
、
経
済
部
、
建
設
部
、

教
育
部
、
議
会
事
務
局
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
農

業
委
員
会
事
務
局

監
査
の
留
意
点

　財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

が
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適

正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
重
点
を
置
き
、
行
政
監

査
的
な
観
点
か
ら
も
実
施
し
ま

し
た
。

監
査
の
結
果

　予
算
の
執
行
な
ら
び
に
事
務

処
理
は
、
関
係
法
令
等
に
準
拠

し
て
お
り
、
お
お
む
ね
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
監
査
の
結
果

に
よ
る
意
見
等
を
付
し
、
今
後

と
も
厳
正
か
つ
効
率
的
な
執
行

に
留
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、
検

討
を
さ
れ
た
い
旨
要
望
し
ま
し
た
。

　小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研

究
事
業
の
対
象
疾
病
に
か
か
っ

て
い
る
児
童
で
、
日
常
生
活
を

営
む
の
に
著
し
く
支
障
が
あ
る

在
宅
の
児
童
に
、
次
の
日
常
生

活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

株
式
会
社

　日
新
建
工

　
　
　か
ら
寄
付
金
の
贈
呈

便
器
／
特
殊
マ
ッ
ト
／
特
殊

便
器
／
特
殊
寝
台
／
歩
行
支

援
用
具
／
入
浴
補
助
用
具
／

特
殊
尿
器
／
体
位
変
換
器
／

車
い
す
／
頭
部
保
護
帽
／
電

気
式
た
ん
吸
引
器
／
ク
ー
ル

ベ
ス
ト
／
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク

リ
ー
ム
／
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
／

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

　
　子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　市
内
に
住
所
が
あ
り
、
１
カ

月
の
う
ち
１５
日
以
上
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
に
、
月
額
５
千

円
を
支
給
し
ま
す
。

　支
給
は
年
度
末
で
す
が
、
適

正
な
事
務
を
行
う
た
め
、
該
当

す
る
人
は
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
要
介
護
４
・
要
介
護
５

の
人
を
、
介
護
し
て
い
る
人

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所

豊
浜
支
所

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

定
期
監
査
の
結
果

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

日
常
生
活
用
具
を
給
付

ね
た
き
り
者
在
宅
介
護
手
当

　
　
　
　
　
を
支
給
し
ま
す

給
付
品
目

　平
成
２４
年
第
１
回
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
副
市
長

に
冨
田
幾
夫
氏
が
選
任
同
意

さ
れ
、
４
月
１
日
付
を
も
っ

て
就
任
し
ま
し
た
。

副市長に冨田氏
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　放
課
後
、
保
護
者
が
仕
事
や

病
気
の
た
め
に
、
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
児
童
を
預
か
っ
て
い

ま
す
。
夏
休
み
（
一
日
保
育
）
に
、

指
導
員
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち

の
保
育
を
し
て
く
れ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

７
月
２３
日
（
月
）
～
８
月
３１
日

（
金
）（
午
前
ま
た
は
午
後
の

勤
務
で
１
日
５
時
間
、
シ
フ

ト
の
関
係
に
よ
り
変
更
あ
り
）

小
学
１
年
～
３
年
生
の
保
育

市
内
６
教
室
（
南
な
か
よ
し

教
室
、
高
室
な
か
よ
し
教
室
、

常
磐
な
か
よ
し
教
室
、
柞
田

な
か
よ
し
教
室
、
大
野
原
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
教
室
、
豊
浜

に
じ
教
室
）

高
校
生
以
上
で
子
ど
も
が
好

き
な
人
、
保
育
士
を
め
ざ
し

て
い
る
人
な
ど
（
年
齢
不
問
）

２０
人
程
度

履
歴
書

５
月
３１
日
（
木
）
ま
で

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
持

っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
臨
床

心
理
士
が
教
育
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。（
教
育
セ
ン
タ
ー
相

談
員
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
）

　第
１
水
曜
日
・
第
３
火
曜
日

　
　
　
　＝
午
前
９
時
～
正
午

　第
４
火
曜
日
＝

　
　
　午
後
２
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　一
人
約
４５
分
間

教
育
セ
ン
タ
ー
（
旧
五
郷
小

学
校
）
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校

１
・
２
年
生
の
保
護
者
、
教

職
員

予
約
が
必
要

　教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５４

−

９
０
０
３

　商
工
観
光
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　県
と
市
で
は
、
大
切
な
松
林

を
松
く
い
虫
の
被
害
か
ら
守
る

た
め
に
、
関
係
団
体
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
琴
弾
公
園

周
辺
や
興
昌
寺
山
、
一
の
宮
公

園
で
薬
剤
の
地
上
散
布
を
し
て

い
ま
す
。
散
布
中
は
散
布
区
域

内
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　５
月
下
旬
～
７
月
初
旬

実
施
日
は
、
現
地
に
立
て
看

板
な
ど
を
立
て
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　新
成
人
の
仲
間
と
一
緒
に
、

式
の
企
画
や
当
日
の
運
営
な
ど

に
参
加
し
て
く
れ
る
新
成
人
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　８
月
か
ら
毎
月
１
回
、
市
の

担
当
職
員
と
ス
タ
ッ
フ
会
議
を

行
い
、
成
人
式
の
内
容
や
実
施

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

平
成
２５
年
成
人
式

新
成
人
ス
タ
ッ
フ
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

夏
休
み
期
間
中
の
指
導
員

　
　
（
ア
ル
バ
イ
ト
）募
集

教
育
相
談

松
く
い
虫
薬
剤
防
除（
地
上

散
布
）の
お
知
ら
せ

「
き
ま
り
」
っ
て
何
や
ろ
？

に
あ
る
フ
ェ
ン
ス
み
た
い
な
も

の
。
屋
上
で
ボ
ー
ル
遊
び
や
鬼

ご
っ
こ
を
し
て
も
、
フ
ェ
ン
ス

が
あ
れ
ば
思
い
っ
き
り
楽
し
め

る
け
ど
、
な
か
っ
た
ら
危
な
い

し
不
安
で
で
き
ん
よ
。
つ
ま
り
、

校
則
は
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し

て
楽
し
く
学
校
生
活
を
す
る
た

め
の
お
守
り
の
枠
や
な
」

　日
常
生
活
に
は
、
数
え
切
れ

な
い
「
き
ま
り
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
窮
屈
な
生
活
を
す
る

た
め
の
枠
で
は
な
く
、
一
人
ひ

と
り
が
安
心
し
て
楽
し
く
生
活

す
る
た
め
の
お
守
り
の
枠
な
の

で
す
。

　青
少
年
育
成
観
音
寺
市
民
会

議
で
は
、
今
年
度
も
「
子
ど
も
・

若
者
の
自
立
」
に
つ
い
て
、
特

に
「
規
範
意
識
」
に
目
を
向
け

て
実
践
啓
発
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
県
で
は
青
少
年
の
携
帯
電

話
の
使
用
に
つ
い
て
４
月
１
日

か
ら
「
き
ま
り
（
条
例
）
の
改

正
」
が
施
行
さ
れ
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
（
有
害
サ
イ
ト
ア
ク
セ

ス
制
限
）
に
つ
い
て
保
護
者
と

事
業
者
等
の
義
務
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　学
校
で
、
校
則
に
関
す
る
次

の
よ
う
な
や
り
と
り
が
時
々
聞

か
れ
ま
す
。

先
生「
髪
を
黒
に
戻
さ
ん
と
教
室

入
れ
ん
で
！
」「
ピ
ア
ス
の
け
な

さ
い
！
」「
携
帯
預
か
る
わ
！
」

生
徒
「
別
に
え
え
や
ん
。
何
で

い
か
ん
の
？
」

先
生
「
校
則
や
き
ん
や
！
」

生
徒
「
何
で
も
す
ぐ
に
校
則
、

校
則
言
う
て
、
何
で
校
則
守

ら
な
い
か
ん
の
？
」

先
生
「
当
た
り
前
や
！
き
ま
り

は
守
る
た
め
に
あ
る
ん
や
！
」

生
徒
「
い
ち
い
ち
ほ
ん
ま
に
う

っ
と
お
し
い
な
。
そ
な
な
ん

理
由
に
な
ら
ん
わ
。
そ
な
な

校
則
な
し
に
し
た
ら
え
ん
や
！
」

　校
則
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

校
則
を
守
ら
な
い
生
徒
に
「
も

し
、
フ
ェ
ン
ス
の
な
い
高
層
ビ

ル
の
屋
上
で
ボ
ー
ル
遊
び
や
鬼

ご
っ
こ
を
し
よ
う
と
言
わ
れ
た

ら
、
思
い
っ
き
り
楽
し
め
る
？
」

と
聞
い
た
ら
「
そ
ん
な
所
で
は

せ
ん
。
落
ち
た
ら
危
な
い
」
と

答
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
先
生
の

返
事
は
「
校
則
は
ビ
ル
の
屋
上

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　☎
２５

−

４
２
５
１

相
談
時
間
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　図
書
館
業
務
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
の
情
熱
と
知
識
を
図
書
館
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
か
し

て
く
だ
さ
い
。

図
書
や
雑
誌
の
整
理
・
修
理
、

壁
面
の
飾
り
つ
け
、
布
絵
本

作
り
、
館
内
・
館
外
の
美
化
、

読
み
聞
か
せ
な
ど

中
学
生
以
上
の
個
人
ま
た
は

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
動
し
て

い
る
団
体

中
央
・
大
野
原
・
豊
浜
図
書
館

　
　活
動
に
対
す
る
謝
礼
や

交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。
活
動
に
際
し
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
料
は
、

図
書
館
が
負
担
し
ま
す
。

随
時　中

央
図
書
館

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
０

　商
工
観
光
課

　
　
　
　
　☎

２３
−

３
９
３
３

　豊
浜
駅
構
内
が
、
約
２
０
０

本
の
ツ
ツ
ジ
で
埋
め
尽
く
さ
れ

ま
す
。

　５
月
６
日
（
日
）

　午
前
９
時
～
午
後
３
時

　Ｊ
Ｒ
豊
浜
駅
前
広
場

　子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
国
民
全
体
で

考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

か
ら
一
週
間
を
「
児
童
福
祉
週

間
」
と
定
め
、
児
童
福
祉
の
理

念
の
普
及
と
啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。

　水
道
局

　☎
２５

−

５
２
１
１

　６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

第
５４
回
水
道
週
間
で
す
。
水
道

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
、
週
間
に
合
わ
せ

て
茂
木
浄
水
場
を
一
般
開
放
し

ま
す
。
小
学
生
の
作
品
展
や
水

の
飲
み
比
べ
な
ど
の
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
見
学
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　６
月
３
日
（
日
）

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

　生活環境課

　　☎２５−２６９８

飼い犬は犬の登録をして、年一回の狂犬病予防

注射を受ける

適切な頭数で最後まで責任を持って飼う

繁殖させない場合は不妊・去勢手術をする

犬の感染症や習性を理解する

犬のフンは必ず持ち帰り処理する

放し飼いにせず、野良犬には餌を与えない

飼い犬が亡くなった時や住所が変わった時は、

生活環境課・各支所に届け出てください

献
血
（
午
前
９
時
～
午
後
２

時
）
、
花
と
野
菜
の
青
空
市
、

バ
ザ
ー
、
活
魚
の
販
売
、
も

ち
つ
き
大
会

　毎
年
恒
例
の
伊
吹
島
の
島
四

国
め
ぐ
り
が
あ
り
ま
す
。

　航
路
は
臨
時
運
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

５
月
１１
日
（
金
）

伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

　児
童
福
祉
週
間
に
合
わ
せ
て
、

市
内
の
１１
保
育
所
（
園
）
の
親

子
が
競
技
や
遊
戯
を
す
る
保
育

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

５
月
９
日
（
水
）

午
前
１０
時
２０
分
か
ら

市
立
総
合
体
育
館

子
育
て
支
援
課
保
育
所
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

５
月
５
日
～
１１
日
児
童
福
祉
週
間

ニ
コ
ニ
コ
は
「
な
か
よ
く
し
よ
う
」

　
　
　
　
　
　の
あ
い
ず
だ
よ

５
月
１２
日（
土
）

一
ノ
谷
小
学
校

５
月
１３
日（
日
）

観
音
寺
東
小
学
校
／
柞
田
小

学
校

５
月
１７
日（
木
）

伊
吹
小
・
中
学
校

５
月
２０
日（
日
）

観
音
寺
南
小
学
校
／
高
室
小

学
校
／
常
磐
小
学
校
／
豊
田

小
学
校
／
大
野
原
小
学
校
／

萩
原
小
学
校
／
紀
伊
小
学
校

５
月
２７
日（
日
）

粟
井
小
学
校

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

豊
浜
駅
つ
つ
じ
祭
り

伊
吹
島　
島
四
国
め
ぐ
り

茂
木
浄
水
場
を
見
学
し
よ
う

保
育
ま
つ
り

マナーを守り
愛犬と楽しく
暮らそう

マナーを守り、正しく犬を飼いましょう

資
源
回
収
予
定

種　類 平成２３年 平成２４年 増　減

可燃ごみ 948.14 930.88 △ 17.26

新　　聞 30.85 38.49 7.64

雑誌・ざつ紙 46.83 43.08 △ 3.75

段ボール 19.87 18.61 △ 1.26

（単位：トン）ごみの収集状況（３月）

報
酬
等

至市役所

財田川
大
小
路
橋

観音寺市
水道局

病院●

県道（５号）観音寺池田線

●高等学校

●喫茶店

●病院

●コンビニ
エンスストア

河川敷駐車場

稲
積
橋

位置図
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　少
量
の
採
血
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
値

を
調
べ
る
簡
単
な
検
査
で
す
。

年
に
一
度
は
検
査
を
し
ま
し
ょ

う
。
特
定
健
康
診
査
（
国
保
）
、

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
案
内

に
同
封
し
て
い
る
受
診
票
を
持

っ
て
、
指
定
医
療
機
関
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

５０
歳
以
上
の
男
性

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者
以
外
の

人
に
は
、
受
診
票
が
届
き
ま

せ
ん
。
検
診
を
希
望
す
る
人

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
や
生

活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
の
た

め
に
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　５
月
末
に
対
象
者
に
受
診
券

を
送
り
ま
す
。
内
容
を
確
認
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
～
１０
月
３１
日
の
診

対
処
が
可
能
で
す
。

　４０
歳
以
上
で
、
今
ま
で
に
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人
は
、
実
施
医
療
機

関
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受

診
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
検
査
（
採
血
の
み
で
簡
単
で

す
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　本
年
度
に
満
４０
歳
・
４５
歳
・

５０
歳
・
５５
歳
・
６０
歳
・
６５
歳
・

７０
歳
（
節
目
年
齢
）
に
な
る
人

で
、
過
去
に
市
の
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

に
、
受
診
票
を
送
り
ま
す
。
そ

の
他
の
人
で
検
診
を
希
望
す
る

場
合
は
、
医
療
機
関
に
あ
る
受

診
票
に
記
入
し
て
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

６
月
１
日
～
１０
月
３１
日

（
診
療
時
間
内
）

実
施
医
療
機
関

　特
定
健
康
診
査
実
施
医
療
機

関
（
国
保
）
と
同
じ

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

５
月
６
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時

Ｊ
Ｒ
豊
浜
駅

須
賀
自
治
会
青
年
会
／
観
音

寺
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
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　春
の
が
ん
検
診
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
年
に
１
度
は
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
人

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が

ん
、
結
核
・
肺
が
ん
、
大
腸

が
ん

子
宮
が
ん
＝
２０
歳
以
上

胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
肺
が
ん
、

大
腸
が
ん
＝
４０
歳
以
上

結
核
＝
６５
歳
以
上

○

胃
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
は
、

こ
と
し
か
ら
時
間
予
約
制
で

す
。
必
ず
事
前
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

○

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
は
２
年

に
一
度
の
検
診
で
す
。
平
成

２３
年
度
に
受
け
た
人
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

療
時
間
内

市
が
指
定
す
る
医
療
機
関

国
保
特
定
健
康
診
査

４
月
１
日
現
在
４０
歳
～
７４
歳

の
国
保
加
入
者

国
保
以
外
の
人
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
人

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　「
肝
炎
」
は
、
肝
臓
に
炎
症
が

お
き
、
肝
細
胞
が
壊
れ
て
働
き

が
悪
く
な
る
病
気
で
す
。
肝
臓

の
病
気
と
い
え
ば
お
酒
の
飲
み

過
ぎ
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
人
の

肝
臓
病
の
約
８
割
は
、
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
肝
炎
で
す
。
感
染
し

て
も
多
く
は
自
覚
症
状
が
な
く
、

次
第
に
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
と

進
行
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

　現
在
は
新
た
に
感
染
す
る
人

は
少
な
い
で
す
が
、
４０
歳
以
上

の
人
は
気
が
付
か
な
い
う
ち
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
も
し
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て

も
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
で

平
成
２４
年
度
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

受付日時 種類 場所

１日（火）
９：００～１０：００

肺がん

ＪＲ豊浜駅
１０：３０～１１：００ 長谷公民館
１３：００～１５：３０ 豊浜福祉会館

２日（水）
９：３０～１０：３０ 豊浜西部集会所

１１：００～１１：３０ 箕浦自治会館
１３：００～１５：３０ 豊浜公会堂

７日（月）
９：３０～１１：３０ 豊浜南部集会所

１３：３０～１４：００ 大平木公民館
１４：３０～１５：３０ 豊浜福祉会館

１４日（月）

８：３０～　９：３０ 乳がん

豊浜福祉会館

８：３０～１０：３０ 大腸がん
８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

１５日（火）
８：３０～　９：３０ 乳がん
８：３０～１０：３０ 大腸がん
８：３０～１１：００ 胃がん

１６日（水）

８：３０～　９：３０ 乳がん
８：３０～１０：３０ 大腸がん
８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

１８日（金）

８：３０～　９：３０ 乳がん
８：３０～１０：３０ 大腸がん
８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

がん検診　５月の日程表

国
保
特
定
健
康
診
査
・

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
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「
は
だ
し
で
有
明
浜
を
歩
こ
う
」

５
月
２９
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら

有
明
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
休
憩
所

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
約
３
㎞
）
、

珍
し
い
海
浜
植
物
の
観
察
や
話

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

履
物
を
入
れ
る
袋
、
「
ふ
る

里
探
検
隊
」
の
冊
子

５
月
１８
日
（
金
）
ま
で

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

各
教
室
３０
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

１
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

各
教
室
１
週
間
前
ま
で

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

５
月
１８
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

保
健
セ
ン
タ
ー

５
月
２５
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

５
月
２８
日
（
月
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

豊
浜
福
祉
会
館

５
月
１１
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時

認
知
症
の
予
防
法
と
認
知
症

の
方
と
の
接
し
方
／
老
化
防

止
に
効
果
あ
り
！
抗
酸
化
食
品

５
月
２５
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

調
理
実
習
＝
赤
・
黄
・
緑
、

彩
り
満
点
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー

実
費
６
０
０
円

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
①

腎
臓
病
教
室

腎
臓
病
食
の
基
本
／
腎
臓
の
検
査

５
月
１７
日
（
木
）

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

夜
間
糖
尿
病
教
室

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
（
定
員
１０
人
）

５
月
１０
日
（
木
）

　午
後
６
時
～
午
後
７
時

　各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

５
月
２０
日
（
日
）
午
前
６
時
３０

分
出
発
、
総
合
運
動
公
園
集

合
（
雨
天
決
行
）

広
島
県
（
宮
島
約
８
㎞
の
ハ

イ
キ
ン
グ
と
厳
島
神
社
拝
観
）

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

９０
人
（
先
着
順
）

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

大
人

　６
、
０
０
０
円
／
人

小
学
生
５
、
５
０
０
円
／
人

（
乗
船
料
と
拝
観
料
を
含
む
）

弁
当
（
お
茶
付
き
）
を
希
望

す
る
人
は
６
０
０
円
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

５
月
７
日
（
月
）
か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

代
理
申
し
込
み
の
場
合
は
、

代
理
人
１
人
に
つ
き
５
人

（
代
理
人
含
む
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

６
月
３
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

紀
伊
小
学
校
体
育
館

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

５０
人

キ
ン
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

５
月
２５
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

６
月
の
毎
週
土
曜
日
（
４
回
）

午
後
８
時
か
ら
午
後
９
時

豊
浜
中
学
校
体
育
館

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

５
月
２９
日
（
火
）
ま
で

　教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
３

健
康
づ
く
り

ふ
る
里
探
検
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

男
性
料
理
教
室

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
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ス ポ ー ツ 行 事

地区体育祭予定

月　日 地　区　名 開会式 会　場

５／２７
（日）

一ノ谷地区
（一ノ谷地区体育祭）

８：２０～
一ノ谷小学校
運動場

大野原町（第３回大野原
てんこもりスポレク祭）

８：３０～ 萩の丘公園

月　日 行　　　　　事

５／１３
香川県バウンドテニス協会理事長杯
９：００～／市立総合体育館

１３・２０・
２７、６／３

平成２４年度体協旗争奪春季軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

１９
西日本ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館

２５
第２７回三観広域ゲートボール大会
８：３０～／総合運動公園

２７
第７回市スポーツ少年団交流体育祭
８：３０～／市立総合体育館

６／２

三観地区中学校春季陸上競技大会
９：００～／総合運動公園
観音寺市中学校軟式野球大会
８：００～／総合運動公園

３

平成２４年度地区別町別女子ソフトボール大会
９：００～／総合運動公園
第５２回香川県高等学校総合体育大会（新体操）
８：３０～／市立総合体育館

９

第２６回四国ジュニア新体操選手権大会県予選会
８：３０～／市立総合体育館
三観地区中学校総合体育大会陸上競技
９：００～／総合運動公園

９・１０
観音寺中央ライオンズクラブ杯中高交流若草
大会（サッカー）　９：００～／総合運動公園

１０
三観交流保存会ソフトバレーボール大会
８：３０～／市立総合体育館

１０・２４、
７／１

平成２４年度会長旗争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園
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な
が
り
方
／
話
し
合
い

子
ど
も
が
１５
歳
以
上
の
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん

で
い
る
家
族
な
ど

初
め
て
参
加
す
る
人
は
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

　費
用
は
無
料
で
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
２３
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
三
豊
市
役
所
山
本
支
所
内
）

交
通
事
故
、
金
銭
貸
借
、
境

界
、
離
婚
、
相
続
な
ど

観
音
寺
調
停
協
会

　
　
　
　☎

２５

−

３
４
６
７

５
月
１６
日
（
水
）
～
１８
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

５
月
１５
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

５
月
１
日
（
火
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

精
神
科
医
師

病
気
と
障
害
を
理
解
す
る
／

交
流
会
・
情
報
交
換

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

参
加
希
望
者
は
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
当
事
者
学
習
会
と

合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

５
月
９
日
（
水
）

　午
後
２
時
～
午
後
４
時

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

し
お
か
ぜ
病
院
精
神
科
医
師

本
人
、
家
族
に
と
っ
て
望
ま

し
い
医
療
（
相
談
）
と
の
つ

図書館だよりLibrary News 今月のおすすめ本

　借
金
返
済
の
た
め
に
さ
ら
に

借
金
を
し
て
、
雪
だ
る
ま
式
に

借
金
が
増
え
て
い
く
状
態
を

「
多
重
債
務
」
と
呼
び
ま
す
。

ヤ
ミ
金
融
な
ど
が
多
重
債
務
者

を
狙
っ
て
現
金
を
貸
し
付
け
る

事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　金
利
を
再
計
算
す
る
こ
と
で

債
務
が
圧
縮
で
き
、
金
利
を
払

い
過
ぎ
て
い
る
（
過
払
い
）
場

合
は
、
取
り
戻
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。
借
金
の
解
決
策
は
必
ず

あ
り
ま
す
。
返
済
が
気
に
な
っ

て
体
調
を
崩
し
た
り
、
ヤ
ミ
金

融
か
ら
お
金
を
借
り
た
り
す
る

前
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー
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３

　目
の
見
え
な
い
人
や
見
え

に
く
い
人
に
は
、
歩
道
の
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
等
は
大
切
な
道

し
る
べ
で
す
。

　皆
さ
ん
の
協
力
で
違
法
駐

車
の
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

ことしは天体ショーが多く、５月２１日は
金環日食が日本各地で見られます

『金環日食パーフェクトガイド』
著者：沼澤茂美／脇屋奈々代

出版：成美堂出版

『保存食の絵本①　野菜』
編：こしみずまさみ

絵：かめざわゆうや　出版：農文協

干したり、塩につけたりして野菜を保存する、
昔の人の知恵がいっぱい詰まった絵本

多
重
債
務
に
注
意

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上
に

車
な
ど
の
違
法
駐
車
は

　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

　
　
　
　
　
親
の
集
い

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

統
合
失
調
症
の
家
族
教
室

就
農
相
談
窓
口

調
停
相
談
会

休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　7・14・21・28日

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

大野原図書館行事予定

★おはなし会
★古典文学講座

12日（土）　午後２時～午後３時
19日（土）　午前９時30分～午前11時30分

５日（祝）　午後１時30分～午後２時10分
26日（土）　午後１時30分～午後２時10分
18日（金）　午後１時30分～
　　　　　五木寛之著　
　　　　　「下山の思想」（幻冬舎）

★おはなし会

★つぼみ愛書会５月例会

中央図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

５日（祝）　午後１時30分～午後２時30分
　　　　　伝言板をつくろう！
19日（土）　午後１時30分～午後２時
　　　　　大型絵本「もぐらバス」ほか

★工作教室

★おはなし会
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　９日（水）・２３日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　１６日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年

金事務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　２日（水）

午前１０時～午後３時　市役所本庁地下会議室　街角の

年金相談センター高松の相談員　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１８日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１０日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 

８日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館老人談話室

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　９日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　１０日（木）・１７日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 １０日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１３日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　　先着各３人　２日（水）

午後１時～午後３時　〇司法書士の法律相談　働く婦

人の家相談室　〇保健師のこころの健康相談　社会福

祉センターふれあい相談室

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　８日（火）・２２日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 １日（火）・１５日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室／大野原☎５４−５７１４　 １７日（木）午前１０時～正午

　　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 １日（火）

・１５日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館老人娯楽室

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

２日（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

行政相談　☎２３−３９１５　　１８日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
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数

数
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時

時

時

時
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家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講所
歩
い
て
避
難
す
る

○

津
波
警
報
や
注
意
報
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
、
海
岸
や
河
川

敷
に
近
づ
か
な
い

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

3
31

火
災

救
急

７
４
０
件

10
件

　

　　
火
災

救
急

香典返し

矢野　吉延＝

藤川　寿夫＝

中條　珠代＝

大西　生二＝

髙橋　章子＝

安藤　重之＝

安藤　晴彦＝

田川　直文＝

大西　弘起＝

出 作 町

大野原町丸井

高 松 市

流 岡 町

豊浜町姫浜

大野原町萩原

粟 井 町

植 田 町

池之尻町

富田　　隆＝

熊谷　敏昌＝

高橋　清隆＝

横内　龍男＝

久保　忠臣＝

ＪＡ香川県観音寺支部青壮年部

ふくしまつり実行委員会

豊浜町姫浜

大野原町大野原

大野原町中姫

大野原町大野原

大野原町大野原

　津
波
は
地
震
発
生
に
伴
い
突

発
的
に
襲
っ
て
き
ま
す
。
自
分

自
身
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
津
波
に
対
す
る
心

構
え
を
持
ち
、
津
波
に
よ
る
被

害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○

海
岸
・
河
川
敷
周
辺
で
、
強

い
地
震
や
１
分
間
以
上
の
揺

れ
を
感
じ
た
ら
、
で
き
る
限

り
山
側
や
よ
り
高
い
場
所
に

避
難
す
る

○

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
情
報
を

も
と
に
、
早
く
避
難
す
る

○

市
役
所
職
員
や
消
防
職
員
、

警
察
官
か
ら
の
指
示
や
、
サ

イ
レ
ン
・
広
報
車
に
よ
る
避

難
勧
告
や
指
示
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
避
難
す
る

○

自
動
車
で
は
避
難
せ
ず
に
、

３月１日～３１日（敬称略）

津
波
に
対
す
る
心
構
え

一般寄付
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５

単
たん

鳳
ほう

環
かん

頭
とう

大
たちつかがしら

刀柄頭

　鑵子塚古墳には多くの一級資料とな

るものが副葬されていました。そのう

ちの一つが、この大刀柄頭です。頭を

横に向け、優雅に翼を広げた鳳
ほう

凰
おう

が造

形されています。香川県では唯一の出

土例であり、被
ひ

葬
そう

者
しゃ

の地位や権力などを物語っています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

鑵
かんす

子塚
づか

古墳④（池之尻町）
ー 母神山古墳群 ー

市内の古墳を
紹介します

共福

業天医院

つづき歯科医院

快生堂薬局本店

第健調剤薬局

  豊浜駅

豊浜町　☎52－3636

高瀬町　☎72－5240

観音寺町（駅通）☎25－3606

豊浜町　☎56－3477

医

歯

薬

久保外科整形外科医院

黒田歯科医院

ひまわり調剤薬局くにた

ケイ・アイ薬局

柞田町　☎25－5515

観音寺町（駅通）☎25－3671

柞田町　☎56－0050

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

かもだ内科クリニック

向井歯科医院

ふじや薬局

姫浜調剤薬局

坂本町　☎23－4976

財田町　☎67－2416

観音寺町（青柳）☎25－2884

豊浜町　☎52－1733

医

歯

薬

クニタクリニック

クロダ歯科医院

スター薬局柞田店

ひまわり調剤薬局三豊

柞田町　☎25－1577

村黒町　☎25－8348

柞田町　☎56－1280

豊浜町　☎52－5100

医

歯

薬

あぶあぶひろば

育児相談

あぶあぶひろば

のびのび教室

ほっと相談

プレママ広場

あぶあぶひろば

9:00～14:00

保

保

保

保 いき はつらつ会

もぐもぐレッスン

ポリオ

9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

いき

いき

いき

いき

はつらつ会

健康栄養相談

はつらつ会

１歳６カ月児健診

ひまわりの会

はつらつ会

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:00

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ22年 9月・10月生まれ）

骨密度測定

ふれあい広場

ふれあい広場

３歳児健診

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

保

保

保

保

保

ふれ

ふれ

健康栄養相談

ふれあい広場

ポリオ

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

いき

ふれ

男性料理教室

あぶあぶひろば

３カ月児健診

9:00 ～ 13:00

10:00 ～ 12:00

14:00 ～ 14:30

（大野原町・豊浜町　
Ｈ 24 年１月・２月生まれ）

いき

豊福

ふれあい広場

さわやか栄養教室

１歳６カ月児健診

ふれあい広場

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:30

ふれ

ふれ

保
（旧観音寺市 H22 年 10 月生まれ）

（旧観音寺市 H20 年 10 月生まれ）

男性料理教室

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

いき
9:00 ～ 13:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ

  茶話会

シニアエアロビクス

いき

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ23 年7月生まれ）

保

愛 常

育児相談

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

いき いき

いき

いき

いき

いき

10:00～12:00

9:30～11:00

10:00～12:00

13:30～15:00

9:30～11:00

10:00～12:00

10:00～12:00

ふれ
ふれ

男性料理教室

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな～教室

いき
9:00 ～ 13:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ24 年 2月生まれ）
保

豊福

豊福

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

今月の人口
（４月１日現在）

人　口

男 女

世帯数人
人

世帯
人

63,349 
30,516 

23,578 
32,833 

５月の納税

軽自動車税 （全期）

納期限　５月３１日（木）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福
常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
常磐総合コミュニティーセンター

愛育会行事

豊福

献血

要予約

富田内科医院

快生堂豊浜調剤薬局

石川医院

ひまわり調剤薬局大野原

ケイ・アイ薬局

クリニック池田

ファーマシィ観音寺薬局

姫浜調剤薬局

柞田町　☎24－0180

豊浜町　☎56－3260

大野原町  ☎54－5511

大野原町  ☎56－4120

豊浜町　☎52－1818

植田町　☎23－1500

植田町　☎57－6860

豊浜町　☎52－1733

医 医 医

薬 薬 薬

豊福


